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スッキリ解決へ！老後の 不安 

充実の
160頁

好評
発売中 シルバー川柳も

タップリ！

こ
ん
な
時
に
は
、ど
う
す
れ
ば
？

 

男 

性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
敬
称
略
・
数
字
は
年
齢

●
読
書
、

断
捨
離
、
草
取
り
、
一
人
で
山
菜
採
り
で
充
実
。	

叶
　
芳
雄
72

●
散
歩
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
。
堀
江
良
彦
77
　
●
断
酒
、
気
力
を
持
続
。
中
鉢
紀
雄
79

●
良
い
機
会
と
と
ら
え
、持
ち
物
の
整
理
、読
書
、野
菜
作
り
、友
人
に
ハ
ガ
キ
や
電
話
。

一
番
は

必
ず
終
息
す
る
と
思
っ
て
悩
ま
な
い
。	

中
沢
常
夫
84

●
自
由
な
時
間
が
無
か
っ
た
の
で

終
活
、
規
則
正
し
い
生
活
を
。	

飛
田
秀
雄
68

●

ジ
ッ
と
耐
え
、
荷
物
の
整
理
に
力
を
注
ぐ
。
名
作
の
本
を
読
み
返
す
。
カ
ラ

オ
ケ
の
腕
前
を
上
げ
る
。

体
力
の
維
持
に
努
め
る
。
草
取
り
や
ゴ
ミ

拾
い
で
町
内
の
美
化
に
努
め
る（
や
る
こ
と
は
沢
山
あ
る
）。	

保
志
　
豊
70

●
早
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
里
山
ハ
イ
キ
ン
グ
で
脚
力
維
持
。		

末
永
　
均
76

●
生
産
、
特
に

土
い
じ
り
に
馴
染
む
の
が
良
い
。	

菅
原
角
一
78

●
ひ
た
す
ら
読
書
。
紙
谷
義
和
70
　
　
　
　
●
フ
レ
イ
ル
に
注
意
。
西
川
宜
孝
81

●
近
く
を
散
歩
し
て
、
再
発
見
す
る
も
の
を
探
す
。		



鈴
木
雅
明
　

●
不
慣
れ
な

料
理
に
挑
戦
し
、
喜
ん
で
も
ら
う（
特
に
家
内
に
）。	

佐
瀬
　
嵩
83

●
川
柳
作
句
、
Ｔ
Ｖ（
旅
行
な
ど
の
）を
見
る
、
不
用
品
の
整
理
。	

青
木
敏
浩
86

●
持
病
を
悪
化
さ
せ
な
い
。
身
辺
整
理
。		



矢
口
敬
治
81

●
体
力
・

免
疫
力
保
持
を
。（
５
月
号
に
書
い
て
あ
る
）　	

田
村
蒸
治
79

●
美
味
し
い
物
を
食
べ
て
気
分
を
プ
ラ
ス
に
高
め
る
。		



二
郷
徳
夫
89

●
ス
ト
レ
ス
解
消（
毎
日
散
歩
）。
佐
藤
哲
造
81
　
　
●
川
柳
作
り
。	

渡
辺
正
思
77

●
朝
昼
夕
、

窓
を
空
け
て
換
気
。		



髙
橋
義
雄
82

●
新
し
い
趣
味
を
見
つ
け
る
。
阿
部
栄
一
82
　
●
何
か
に
熱
中
。	

大
橋
庸
晃
74

 

女 

性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
敬
称
略
・
数
字
は
年
齢

●
孫（
小
学
生
）に
野
菜
の
収
穫
や
草
取
り
を
手
伝
わ
せ
て
い
る
。
小
関
美
枝
子
74

●
シ
ル
川
を
読
ん
で
ク
ス
リ（
薬
）と

笑
い
免
疫
力
ア
ッ
プ
！	

木
村
鏡
子
64

●
一
日
何
か
一
つ
出
来
れ
ば
満
足
と
思
う
よ
う
に
し
て
い
る
。	

及
川
た
い
子
72

●

友
達
と
電
話
や

ラ
イ
ン
で
交
流
、
河
原
や
墓
場
な
ど
人
の
い
な

い
と
こ
ろ
に
行
っ
て
体
操
。
笑
え
る
思
い
出
話
を
爺
と
語
る
。	

岡
本
幸
子
78

●
戦
中
戦
後
、
生
き
抜
い
た
底
力
で
大
丈
夫
！
皆
が
力
を
合
わ
せ
れ
ば
。
梶
原
幸
子
79

●
い
た
わ
り
合
っ
て

笑
顔
で
明
る
く
、
感
謝
を
忘
れ
ず
。	

加
納
恵
子
73

●
花
を
愛
で
、
家
族
の
話
を
聞
い
て
、
ま
め
に
気
配
り
を
。	

佐
藤
敏
子
75

●
マ
ス
ク
作
り
出
来
る
人
が
教
え
て
、
又
、
次
の
人
に
教
え
て
。	

原
タ
エ
子
79

●
こ
の
際
で
す
の
で
終
活
？
　

押
し
入
れ
整
理
。	

佐
藤
裕
子
75

●

断
捨
離
、
読
書
、
世
界
各
国
と
日
本
人
の
考
え
方
の
違
い
等
々
、
い
ろ
い
ろ

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
自
分
の
本
性
も
知
っ
て
し
ま
う
…
。	

浅
利
桂
子
76

●
昔
、
読
ん
だ

本
の
読
み
返
し
。
新
し
い
発
見
が
…
。
佐
藤
勝
美
63

●
穏
や
か
に
好
き
な
こ
と
で
時
間
を
過
ご
す
　		



小
原
秋
子
82

●
少
し
な
ら
大
丈
夫
と
思
わ
ず
、

無
理
を
し
な
い
。
菅
原
育
子
73

●

長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
こ
と
を
想
像
す
る
。
私
に
と
っ
て
の
意
味
を
見
つ

け
る（
本
が
読
め
る
当
た
り
前
の
大
切
。
人
が
い
る
か
ら
生
き
ら
れ
る
。
絵
手

紙
を
し
て
き
て
良
か
っ
た
。
夫
の
寝
息
だ
け
で
安
堵
。
等
々
）	

長
谷
川
登
美
71

手作りマスクも
いいですね !! マ

ス
ク
は

  

あ
り
ま
す
か
？

読
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　
マ
ス
ク
が
手
に
入
ら
な
く
て
、
一
時
は
大

変
で
し
た
ね
。
手
作
り
し
た
り
、
節
約
し
て
、

読
者
の
皆
さ
ん
も
し
の
い
で
い
た
よ
う
で
す
。

ま
だ
ま
だ
続
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い

で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
切
り
抜
け
た
ら

良
い
の
か
、
お
知
恵
も
拝
借
し
ま
し
た
。

アンケート
実施日
2020年

4月末〜 5月10日
回答数　121人

十分
ある
 41％

感染
 33％

手作りした
 26％

十分はない
 33％　　　　

マスクは
ありますか？

今
心配なこと
辛いことは？

その他
 28％

外出
できない

 15％

友人・知人
に会えない

 6％

子供の仕事
＆収入

 6％
孫の学力
＆健康
 12％

※「十分はない」という方の

　マスクの所有数は5 〜 50枚

マ
ス
ク
の
調
達
法

手
作
り
な
ど
の
工
夫
に
つ
い
て

 

男 

性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

※
数
字
は
年
齢

●
手
作
り
マ
ス
ク（
妻
と
娘
が
作
成
）、
定
期
的
に
薬
局
廻
り

（
５
枚
入
り
５
０
０
円
く
ら
い
で
１
袋
だ
け
購
入
で
き
る
こ
と
が
あ
る
）。
70

 

女 
性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

※
数
字
は
年
齢

●

終
活
を
兼
ね
て
、
仕
舞
っ
て
い
た
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
を
マ

ス
ク
に
。
10
枚
ほ
ど
作
り
、
洗
っ
て
交
換
し
て
使
用
。	

77

●

手
作
り
が
大
好
き
な
の
で
、
い
っ
ぱ
い
作
っ
て
皆
に
あ

げ
て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
は
厚
い
綿
が
い
い
で
す
ね
。	

73

●
ハ
ン
カ
チ
を
折
り
た
た
ん
で
差
し
込
ん
で
い
ま
す
。	

83

●

手
作
り
マ
ス
ク
は
、
店
に
並
ぶ
必
要
も
無
く
て
安
心
。

カ
ラ
フ
ル
な
マ
ス
ク
の
方
も
い
て
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。	

69

●
手
作
り
マ
ス
ク
の
ゴ
ム
を
探
す
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。
75

●
岩
手
県
の
友
か
ら
送
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。	

78

●
娘
た
ち
が
手
作
り
の
マ
ス
ク
を
送
っ
て
く
れ
ま
す
。	

94

●
老
人
ホ
ー
ム
に
居
る
の
で
、
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。	

84

●

30
枚
３
６
０
０
円
の
マ
ス
ク
も
買
い
ま
し
た
。
今
は

２
４
０
０
円
に
な
り
、
充
分
す
ぎ
る
ほ
ど
店
頭
に
あ
り
ま
す
。

○
○
ス
ー
パ
ー
で
は
普
通
の
値
段
で
売
っ
て
い
ま
す
。	

69

今
、心
配
な
こ
と
、辛
い
こ
と
？

  

男 

性

●
老
人
ク
ラ
ブ
の
行
事
の
遅
れ
　
●
習
い
事
へ
行
け
な
い
　

●
面
会
出
来
な
い
　
●
医
療
崩
壊
　
ワ
ク
チ
ン
や
薬
が
早
く

出
来
な
い
か
　
生
活
が
成
り
立
た
な
く
な
る
　
●

居
酒
屋

に
行
け
な
い
　
●
地
域
交
流
の
弱
体
化
　
●
夏
に
な
る
と
マ

ス
ク
着
用
が
大
変
に
な
ら
な
い
か
　
●
公
的
施
設
の
閉
鎖

●

ゴ
ー
ル
が
見
え
な
い
　
●

買
い
物
で
き
な
い
　
●

フ
レ
イ

ル
　
●
車
中
泊
の
旅
に
出
ら
れ
な
い
　
●
通
所
し
て
い
る
施

設
が
休
業
に
な
る
か
も
　
●
病
院
へ
行
く
の
を
控
え
て
る

●
東
京
に
居
る
子
供
の
感
染
　
●
施
設
の
事（
妻
に
会
え
ず
）

 

女 

性

●
コ
ミ
セ
ン
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
閉
鎖
　
●
体
調
を
崩
し
た

●
マ
ス
ク
な
し
で
話
し
た
い
　
●
自
宅
で
す
る
こ
と
が
無
い

●
子
供
た
ち
の
学
校
や
学
力
に
格
差
が
出
て
い
る
　
●
電
車

で
出
か
け
る
の
が
心
配（
ド
ア
も
エ
ス
カ
レ
ー
タ
も
手
で
触
ら

ず
注
意
し
て
行
動
）　
●
神
奈
川
の
大
学
生
の
姪
の
こ
と
　

●



令和 2年 6月号

イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

（2）

ど
ん
な
時
に
イ
ラ
イ
ラ
し
ま
す
か
？

イ
ラ
イ
ラ
の
解
消
法
は
？

 

男 

性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
数
字
は
年
齢

《
家
族
関
係
・
人
間
関
係
》　
　
　   

※
赤
い
文
字
は
解
消
法
に
つ
い
て
。

●
妻
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
調
の
時
。
86
　
短
時
間
で

忘
却
に
努
め
る
。

●
妻
と
娘
に
イ
ラ
イ
ラ
。
80
　

耐
え
る
。
●
妻
の
言
動
　
76

●
呼
ん
で
も
な
か
な
か
来
な
い
時
。
70
　
何
事
も
気
長
に
待
つ
し
か
な
い
。

●
不
在
の
時
、
妻
が
草
花
に
水
を
や
ら
な
い
こ
と
。
73
　

酒
を
飲
み
文
句
を
言
う
。

●
小
言
を
言
わ
れ
た
時
。
86
　
２
〜
３
分
、
別
の
こ
と
を
考
え
て
解
消
。

●
相
棒
と
旅
行
に
行
く
時
、
出
発
時
間
５
分
前
に
な
っ
て
も
見
え
な
い
時
。
77
　
腹

を
据
え
割
り
切
る
。

●
連
れ
合
い
に
、
食
事
の
際
の
姿
勢
の
ま
ず
さ
を
指
摘
さ
れ
た
り
、
長
年
の
食
習
慣

や
食
文
化
の
違
い
か
ら
来
る
行
き
違
い
。
71
　
　
　
　
　

●
人
間
関
係
。
76
　
川
柳
。
●
同
。
81
　
空
を
見
る
。
●
同
。
78
　
相
手
の
立
場
で
対
応
。

●
自
分
の
話
を
き
ち
ん
と
聞
い
て
く
れ
な
い
人
に
。
74
　

過
去
と
人
は
変
え

ら
れ
な
い
と
思
う
よ
う
に
す
る
。
●
言
い
返
せ
な
い
時
。
72
　
や
り
過
ご
す
の
み
。

●
迷
惑
を
か
け
て
平
気
な
人
、
理
不
尽
な
行
動
、
言
動
に
遭
っ
た
時
。
81
　
ご
く
一

部
の
人
と
納
得
す
る
。
い
ろ
ん
な
考
え
方
が
あ
る
ん
だ
と

割
り
切
る
。

●
住
ん
で
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
30
数
戸
の
う
ち
オ
ー
ナ
ー
が
居
住
し
て
い
る
の
は
10
数

戸
。
あ
と
は
賃
貸
で
、
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
人
が
い
る
。
79
　
気
に
し
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
。
近
く
の
大
き
な
公
園
を
一
周
し
て
く
る
と
ス
カ
ッ
と
す
る
。

●
気
持
ち
が
相
手
に
伝
わ
ら
な
い
時
。
73
　
マ
イ
カ
ー
で
ド
ラ
イ
ブ
。
近
所
を
散
歩
。

●
時
間
を
守
ら
な
い
人
。
若
者
の
行
動
。
83
　

自
分
と
波
長
の
合
う
人
を

中
心
に
付
き
合
う
。

●
電
気
の
付
け
っ
ぱ
な
し
。
70
　
●
約
束
の
時
間
を
守
ら
な
い
時
。
65

《
老
化
現
象
・
体
調
不
良
・
病
気
》

●
物
忘
れ
で
注
意
さ
れ
た
時
。
90
　
解
消
法
は
な
い
。

●
調
子
悪
い
時
。
73
　
顔
に
出
る
の
で
、
極
力

笑
っ
て
ご
ま
か
す
。

●
脳
梗
塞
を
煩
い
、
身
体
が
自
由
に
動
か
な
い
為
。
76
　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
、

友
だ
ち
と
ボ
ー
ル
を
思
い
切
り
打
つ
事
。

●
義
足
が
思
う
よ
う
に
動
い
て
く
れ
な
い
時
。
82
　
思
う
よ
う
に
行
か
な
い
こ
と
を

素
直
に
受
け
入
れ
る
。

●
行
動
を
共
に
し
て
い
る
相
手
が
モ
タ
モ
タ
し
て
い
た
り
、
自
分
自
身
が
思
う
よ
う

に
動
け
な
か
っ
た
り
し
た
時
。
83
　
性
格
的
な
も
の
で
今
更
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

●
自
分
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
時
。
91
　
忘
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

《
病
院
・
ス
ー
パ
ー
・
銀
行
》

●
診
察
で
。
85
　
川
柳
を
考
え
る
。
●
病
院
で
の
診
察
待
ち
。
82
　
単
行
本
を
持
参
。

●
病
院
の
診
察
待
ち
、
ル
ー
ル
を
無
視
す
る
人
に
出
会
っ
た
時
。
79
　
ジ
ッ
と
我
慢
。

●
病
院
で
待
た
さ
れ
る
時
。
72
　

好
き
な
音
楽
を
聞
く
。

●
病
院
で
予
約
で
行
っ
て
も
１
時
間
も
待
た
さ
れ
る
時
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
前
の
人
が
モ
タ

モ
タ
し
て
い
る
時
。
フ
リ
ー
コ
ー
ル
が
中
々
つ
な
が
ら
な
い
時
。
72
　
ゆ
っ
く
り
と

し
た
気
持
ち
が
大
切
。

●
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
で
待
た
さ
れ
た
時
。
81
　
軽
く
一
杯（
晩
酌
）、
散
歩
に
ゴ
ル
フ
。

●
買
い
物
で
長
時
間
並
ん
だ
時
。
63
　
好
き
な
曲
を
聞
い
た
り
酒
を
飲
む
。

●
レ
ジ
の
会
計
時
、
財
布
か
ら
１
円
玉
を
一
枚
一
枚
さ
が
し
て
渡
し
て
い
る
人
。
84

私
は
小
銭
は
小
銭
入
れ
に
入
れ
て
い
る
の
で
、
会
計
の
受
け
皿
に
パ
ー
ッ
と
入
れ
て
、

そ
こ
で
百
円
、
五
十
円
、
十
円
、
一
円
も
す
ぐ
払
え
ま
す
。

●
待
た
さ
れ
る
時（
買
い
物
で
レ
ジ
の
行
列
、
車
で
の
渋
滞
、
病
院
の
待
合
室
）。
80

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
川
柳
を
考
え
て
い
る（
メ
モ
帳
を
手
放
さ
な
い
）。

●
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
レ
ジ
の
長
い
列
。
70

●
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
何
回
も
操
作
ミ
ス
を
す
る
年
輩
者
。
77
　
落
ち
着
い
て
じ
っ
く
り
待
つ
。

●
会
計
が
上
手
く
い
か
な
い
時
。
79
　
場
を
離
れ
て

茶
を
す
す
る
。

《
習
い
事
・
趣
味
》

●
習
い
事
が
上
手
に
な
ら
な
い
時
。
78
　
あ
せ
ら
ず
、
た
だ
練
習
す
る
。

●
①
習
字
を
習
い
、
毎
月
作
品
３
点
を
提
出
し
て
お
り
ま
す
が
、
締
切
が
近
い
の
に

満
足
す
る
作
品
が
書
け
な
い
時
。
②
マ
ス
コ
ミ
に
投
稿
し
て
お
り
、
採
用
の
電
話
が

な
い
時
。
83
　
①
に
つ
い
て
は
。
仕
方
が
な
い
の
で
一
番
良
い
と
す
る
も
の
を
提
出
。

②
に
つ
い
て
は
、
諦
め
て
新
し
い
ネ
タ
を
探
す
。

●
碁
な
ど
の
勝
負
ご
と
に
負
け
た
時
。
91
　
音
楽
を
聴
く
。

●
俳
句
、
川
柳
が
上
手
に
い
か
な
い
時
。
94
　

ワ
イ
ン
を
飲
む
。

●
創
作
活
動
の
停
止
時（
俳
句
、漢
詩
）、人
間
関
係
が
こ
じ
れ
た
時
。
90
　
吟
詠
、飲
酒
、

熟
睡
。
　
●
川
柳
作
句
、
読
書
、
ボ
ラ
活
動
等
習
い
事
が
上
手
に
な
ら
な
い
時
。
78

《
交
通
・
移
動
》

●
運
転
手
の
マ
ナ
ー
が
悪
い
時
。
75
　
音
楽
を
聴
く
、
運
動
や
散
歩
を
す
る
。

●（
現
在
は
な
い
が
）仕
事
で
通
勤
時
の
交
通
渋
滞
。
70
　
一
人
で
運
転
中
は「
バ
カ
ヤ

ロ
ー
」「
テ
メ
ー
消
え
ろ
」な
ど
と
悪
態
を
つ
い
て
解
消
。
同
乗
者
が
い
て
も

出
て
し
ま
い
、
人
格
が
変
わ
る
と
怖
が
ら
れ
た
。
　
　
●
右
折
合
図
の
遅
い
車
。
77

●
バ
ス
の
降
り
口
で
前
の
人
が
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
と
き
。
79
　「
手
伝
っ
て
あ
げ

た
い
な
」な
ど
と
、

優
越
感
を
持
つ
方
向
に
切
り
替
え
る
。

●
バ
ス
が
時
間
通
り
に
来
な
い
時
。
壊
れ
た
と
こ
ろ
を
修
理
し
て
も
中
々
直
ら
な
い

時
。
絵
が
中
々
描
け
な
い
時
。
94
　
時
間
が
経
つ
と
気
に
な
ら
な
く
な
る
。

《
そ
の
他
》

●
人
生
が
思
い
通
り
に
い
か
な
い
時
、
話
し
の
食
い
違
い
。
67
　
運
動
、
旅
行
等
。

●
近
頃
の
永
田
町
と
霞
ヶ
関
。
78
　
五
七
五
に
助
け
ら
れ
る
。

●
仕
事
が
予
定
通
り
に
で
き
な
い
時
。
68
　
休
憩
し
て
気
を
紛
ら
す
。

●
真
面
目
に
納
付
し
た
税
金
の
使
わ
れ
方
が
信
頼
で
き
な
い
。
82
　
納
税
者
の
信
頼

に
値
す
る
政
治
の
確
立
が
急
務
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
議
論
の
す
れ
違
い
。
76

●
最
近
は
コ
ロ
ナ
で
家
か
ら
あ
ま
り
出
ら
れ
な
い
こ
と
。
79
　
車
寝
泊
ま
り
旅
行
を

計
画
す
る
。
旅
の
本
る
る
ぶ
、
ま
っ
ぷ
る
を
見
る
。

●
深
呼
吸
。
散
歩
。
75
　
●
酒
を
飲
む
　
74
　
●
カ
ラ
オ
ケ
に
行
く
。
82

 

女 

性
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
数
字
は
年
齢

《
家
族
関
係
・
人
間
関
係
》　
　
　
　
※
赤
い
文
字
は
解
消
法
に
つ
い
て
。

●
夫
の
言
動
。
65
　
夫
の
お
ご
り
で
ビ
ー
ル
を
飲
む
。

●
夫
と
の
会
話
。
73
　
友
だ
ち
と
お
し
ゃ
べ
り
、
歩
く
。

●

夫
の
行
動
に
イ
ラ
イ
ラ
。
い
つ
も
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
消
す
こ
と
も
な
く
移

動
。
73
　
夜
一
人
ビ
ー
ル（
３
５
０
）飲
ん
で
、

一
人
グ
チ
。

●
夫
と
意
見
が
合
わ
な
い
時
。
71
　
深
呼
吸
、
心
で
一
、二
、三
、四
…
と
数
え
る
。

●

食
事
を
作
っ
て
夫
の
帰
り
を
待
っ
て
い
る
時
、
も
う
い
こ
れ
以
上
待
て
な
い

時
。
73
　
我
慢
の
限
界
が
切
れ
た
時
、
外
に
出
て
グ
チ
を
聞
い
て
く
れ
る
友
。

●
夫
が
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
な
い
時
。
69 

美
味
し
い
物
を
食
べ
て
ス
ッ
キ
リ
。

●
夫
婦
の
意
見
の
相
違
。
82
　
庭
の
手
入
れ
、
草
取
り
、
一
人
で
黙
々
が
一
番
。

●
花
や
野
菜
の
肥
料
が
欲
し
い
が
、
夫
に
盛
り
土
に
な
る
か
ら
と
怒
ら
れ
る
。
83

庭
に
出
る
と
私
の
世
界
が
あ
る
。
ミ
ミ
ズ
だ
っ
て
愛
お
し
く
思
え
る
。
パ
ン
屑
、
ご

は
ん
、サ
ツ
マ
イ
モ
の
皮
な
ど
を
置
い
て
お
く
と
鳥
や
ス
ズ
メ
が
来
て
く
れ
る
。川
柳
、

２
０
０
余
の
皆
さ
ん
と
毎
月
の
再
会
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

●

亡
夫
が
あ
り
が
と
う
の
言
葉
を
一
度
も
言
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
あ
り
も
し

な
い
事
で
私
の
浮
気
を
疑
っ
て
た
。
本
当
に
ム
カ
ム
カ
し
ま
し
た
。
90
代

●

孫
の
行
動
。
返
事
は
す
る
が
、
す
ぐ
実
行
せ
ず
。
も
ち
ろ
ん
夫
も
。
夫
は
返

事
も
せ
ず
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
人
に
も
イ
ラ
イ
ラ
、
だ
ら
し
な
い
割
に
は
、

変
な
と
こ
ろ
完
全
主
義
。
69
　
友
と
の
会
話
。
買
い
物
、
美
味
し
い
物
を
食
べ
る
。

●
家
族
と
意
見
が
合
わ
な
い
時
。
79
　
野
に
出
て
一
心
に

小
花
を
描
く
。

●
人
間
関
係
。
80
　
外
に
出
る（
草
取
り
、
ペ
ッ
ト
と
遊
ぶ
）。
趣
味
を
す
る
。

●
人
間
関
係
。
70
　
悲
し
い
ビ
デ
オ
を
見
る（
涙
が
ス
ト
レ
ス
を
洗
い
流
し
て
く
れ
る
）。

●
人
間
関
係
。
67
　
自
分
の

気
持
ち
を
ノ
ー
ト
に
書
き
出
す
。

●

人
間
関
係
。
79
　
ノ
ー
ト
に
書
く
、
親
し
い
人
に
電
話
す
る
。

深
呼
吸
す
る
。

カ
フ
ェ
に
行
っ
て
友
と
話
す
。
　
　
　
　
　
●
人
間
関
係
。
82
　
良
き
話
し
を
す
る
。

●
意
見
の
相
違
。
72
　
自
分
の
考
え
を
紙
に
書
い
て
残
す
。
書
い
て
い
る
う
ち
に
落

ち
着
い
て
く
る
。

●

介
護
。
人
間
関
係
。
77
　
人
間
関
係
は
相
手
に
合
わ
せ
る
。

川
柳
で
胸
の

中
を
全
部
吐
く
。
他
人
に
見
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

●

横
断
歩
道
を
ス
マ
ホ
見
な
が
ら
渡
る
人
を
車
で
待
っ
て
い
る
時
。
今
、
説
明

し
た
の
に
同
じ
こ
と
を
聞
か
れ
た
時
。
78
　
相
手
は
別
の
国
の
宇
宙

人
だ
と
思
う
。
目
や
耳
の
悪
い
人
を
責
め
な
い
で
し
ょ
う
…
と
思
う
こ
と
に
。

●

人
間
関
係（
現
在
は
な
い
）93
　
心
を
落
ち
着
か
せ
、
ゆ
っ
く
り
話
す
、
忘
れ
る

努
力
。
自
分
に
も
責
任
が
あ
る
と
思
う
。

●
他
人
の
悪
口
を
言
う
人
。（
ま
た
聞
き
し
、
相
談
さ
れ
ま
す
。
レ
ベ
ル
が
低
く

て
困
っ
た
も
の
で
す
。
お
互
い
に
先
が
短
い
人
生
な
の
に
）73
　
必
至
に
生
き
て

い
る
と
全
て
小
さ
く
見
え
て
、
寛
大
に
受
け
止
め
る
努
力
を
。
毎
日
毎
日
が
感
謝
で

あ
り
が
た
い
で
す
。

●
天
井
の
薄
い
マ
ン
シ
ョ
ン
。
越
し
て
来
た
家
族
の
ド
タ
バ
タ
足
音
が
昼
夜
。
81

●
同
居
人
の
朝
が
遅
い
　
家
事
が
は
か
ど
ら
ず
。
71
　
甘
い
物
。

●
こ
ち
ら
の
話
し
を
聞
い
て
く
れ
ず
、一
方
的
に
話
し
を
さ
れ
る
時
。
74
　
結
局
、

友
人
に
自
分
の
話
を
聞
い
て
も
ら
う
。
　
　
●
待
て
な
い
。
87
　
怒
る
。

《
老
化
現
象
・
体
調
不
良
・
病
気
》

●

自
分
の
老
化
。
若
者
の
身
勝
手
な
振
る
舞
い
。
79
　
若
い
頃
、
よ
く
耳
に
し
た

祖
母
の
言
が
今
、
納
得
。「
昨
日
ま
で
出
来
た
こ
と
が
協
で
き
な
い
」。
お
年
寄
り
の

も
た
も
た
は
、
自
然
現
象
で
す
。
優
し
く
ネ
！

い
ち
い
ち
気
に
し
な
い
。

●
超
美
人
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
早
口
で
聞
き
取
れ
な
い
、
冷
た
く
感
じ
る
。
83

●
老
化
現
象
が
激
し
く
、
怒
る
元
気
が
な
く
な
り
穏
や
か
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
78

●
疲
れ
て
、
物
事
が
上
手
く
い
か
な
い
時
。
74
　
花
を
愛
で
、
五
七
五
を
考
え
る
。

時
代
小
説
を
読
む
。
　
　
●
物
事
が
思
い
通
り
に
行
か
な
い
時
。
77
　
深
呼
吸
。

●

自
分
の
思
い
通
り
に
行
か
な
い
時（
し
な
く
て
い
け
な
い
の
に
、
面
倒
で
気
に

読
者
ア
ン
ケ
ー
ト

よく
ある

 36％

よく
ある

 38％

ない

 17％

ない

 13％

たまにある
 47％

たまにある
 49％

アンケート
実施日
2020年

3月末〜 4月10日
回答数　118人
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している方も多いと思います。どんな時にイラッとなり、

どのようにして解消しているのでしょうか？　若者とは

違った、シニアならではの解決法もあるようです…。

「
あ
り
が
と
う
」を
言
わ
な
い

ス
イ
ッ
チ
を
消
さ
な
い

変
な
と
こ
ろ
で
完
全
主
義
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お気軽にご相談ください。

し
な
が
ら
投
げ
て
い
る
時
）。
78

●

今
ま
で
出
来
て
い
た
こ
と
が
出
来

な
い
。
76
　
ま
あ
い
い
か
…
と

歳
の

せ
い
に
す
る
。

●

年
齢
を
増
す
毎
に
、
自
分
の
身
も

頭
も
付
い
て
い
か
な
い
。
76
　

果

物
、
漬
物
等
を
む
さ
ぶ
る
。

●

自
分
の
身
体
が
思
う
よ
う
に
動
か

な
い
時
。
国
会
中
継（
黒
塗
り
の
書

面
の
公
開
に
腹
が
立
ち
ま
し
た
）80

大
好
き
な
料
理
を
作
っ
た
り
、
友
だ
ち

に
電
話
し
た
り
、

お
互
い
に
グ

チ
を
言
い
合
っ
た
り
。

●

自
分
の
行
動
が
思
う
よ
う
に
行
か

な
い
時
。
81
　
先
ず
は

深
呼
吸
。

気
分
転
換
に
音
楽
を
聴
く
か
歌
を
歌

う
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

●

眠
れ
な
い
時
、
家
事
全
般
で
疲
れ

た
時
。
83
　
友
と
の
会
話
。
カ
ラ
オ
ケ
。

●

身
体
に
異
常
が
あ
る
時
な
ど
。
83

デ
パ
ー
ト
で

買
い
物
、
ラ
ン
チ
。

●

大
病
し
て
退
院
し
、
家
事
に
従
事

す
る
も
、
健
常
の
時
と
比
較
し
て
何

を
す
る
に
も
動
作
が
鈍
く
…
。
76

●

予
定
の
日
を
間
違
え
た
時
。
72
　

早
く
忘
れ
て
良
い
方
に
考

え
る
。

●

思
う
よ
う
に
行
動
出
来
な
い（
何
と

な
く
心
が
自
由
に
な
ら
な
い
）。
76

散
歩
、
運
動
よ
い
ら
し
い
。
　
　

●

庭
の
草
が
す
ぐ
は
え
る
。
腰
痛
の

た
め
草
取
り
が
思
う
よ
う
に
出
来
な

い
。
95
　
絵
を
描
く
、
音
楽
を
聴
く
、

除
草
剤
を
ま
く
。

《
ス
ー
パ
ー
・
銀
行
》

●
ト
イ
レ
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
待
ち
時
間
。
66

自
分
の
後
を
見
て
自
分
を
納
得
さ
せ
る
。

●

買
い
物
を
し
て
い
る
時
、
通
路
で

話
し
に
夢
中
で
邪
魔
に
な
っ
て
い
て

も
気
付
か
な
い
人
。
75
　

《
習
い
事
・
趣
味
》

●

川
柳
が
う
ま
く
出
来
な
い
時
。
64

下
手
な
句
で
も
一
度
書
い
て
み
る
。

●

パ
ソ
コ
ン
の
調
子
が
悪
い
時
。
雨

続
き
で
散
歩
と
洗
濯
が
で
き
な
い

時
。
68
コ
ー
ヒ
ー
と
お
菓
子
で
気
分
転

換
。
家
の
中
で

ス
ト
レ
ッ
チ
。

《
交
通
・
移
動
》

●

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
右
側
を
か
け

る
方（
階
段
登
れ
ば
！
）。
75
　

す

ぐ
忘
れ
る
よ
う
に
す
る
。
　

●

歩
い
て
い
る
時
に
、
前
の
人
が
道

を
邪
魔
す
る
か
の
よ
う
に
の
っ
た
り

歩
い
て
い
る
時
。
75
　
趣
味
を
す
る
。

《
そ
の
他
》

●
電
話
セ
ー
ル
ス
。78
　
友
と
茶
飲
み
。

●
イ
ラ
イ
ラ
し
た
ら

食
べ
る
。
60
　

●

孫
の
話
を
す
る
と
良
い
。
79

●（
な
い
）物
は
考
え
よ
う
取
り
よ
う
、

ス
ト
レ
ス
無
く
幸
せ
で
す
。
90

●（
な
い
）残
り
の
人
生
は
楽
し
く
さ
わ

や
か
に
歩
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
76

女性 男性

出
か
け
る
時
間
に
な
っ
て
も
化
粧
中

小
言
ブ
ツ
ブ
ツ

呼
ん
で
も
無
視



令和 2年 6月号

土
木
工
事
の
設

計
施
工
を
主
な

業
務
と
す
る
同

社
の
荒
社
長（
写

真
）
は「
取
引
先

の
社
長
が
足
が

不
自
由
だ
っ
た

の
で
、
何
か
良

い
も
の
は
な
い

か
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
12
月
に
設
置

し
ま
し
た
。
価
格
が
明
瞭
だ
っ

た
こ
と
も
決
め
手
と
な
り
ま
し

た
。
使
っ
て
み
て
、
や
は
り
安

定
感
が
良
い
で
す
ね
。
デ
ザ
イ

ン
も
シ
ン
プ
ル
で
気
に
入
っ
て

い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
社
屋
の
１
Ｆ
に
は
、
買
い
物

に
困
っ
て
い
る
地
域
の
お
年
寄

●
怪
し
い
電
話
は
す
ぐ
切
り
、

メ
ー
ル
は
無
視
し
て
く
だ
さ
い
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
便
乗
し
、
市
役

所
な
ど
の
公
的
機
関
に
な
り
す
ま
し
て
、
個
人
情

報
や
口
座
情
報
を
搾
取
し
よ
う
と
す
る
相
談
が
見

ら
れ
ま
す
。
電
話
や
メ
ー
ル
等
で「
助
成
金
が
あ
る

の
で
個
人
情
報
や
口
座
情
報
を
教
え
て
ほ
し
い
」と

言
わ
れ
た
ら
、
詐
欺
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
電
話
は
す
ぐ
切
り
、
メ
ー
ル
は
無
視
し
て
く

だ
さ
い
。

●
絶
対
に
口
座
情
報
や

暗
証
番
号
を
教
え
た
り
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
等
を

渡
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
少
し
で
も
お
か
し
い
と

感
じ
た
場
合
や
、
ト
ラ
ブ
ル

に
あ
っ
た
場
合
は
、
早
め
に

仙
台
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ア
ド
バ
イ
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
便
乗
し
た
悪
質
商
法

「
助
成
金
が
あ
る
の
で
個
人
情
報
を
教
え
て
ほ
し
い
」
等
の

な
り
す
ま
し
に
注
意
！

相
談
事
例

相
談
事
例

　
市
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
室
を

名
乗
り
、
個
人
情
報
を

聞
き
出
す
不
審
な
電
話
を
受
け
た
。

　「
市
の
コ
ロ
ナ
対
策
室
で
す
。
こ

の
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

こ
と
で
、
大
変
ご
心
配
を
お
か
け
し

て
い
ま
す
。
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
市
で
は
こ
の
よ
う
な
皆
様
に
助

成
金
を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
つ
き

ま
し
て
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の

番
号
又
は
銀
行
口
座
番
号
に
振
り

込
み
ま
す
の
で
番
号
を
教
え
て
く

だ
さ
い
」と
い
う
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
。
不
審
だ
。

　
　
　
　
　
　（
年
齢
不
明
　
女
性
）

☎（268）7867

所 在 地／ 141ビル（三越定禅寺通り館）５Ｆ

な や む な

い や や

ＦＡＸ （268）8309

一人で悩まず、早めに相談を…

（または、局番なし「１８８」）

仙台市消費生活センター

（3）

被害防止のため
固定電話機の対策をしましょう
　特殊詐欺被害の内、オレオレ詐欺、預貯金詐欺、キャッ

シュカード詐欺盗は、高齢者が狙われている手口です。

　オレオレ詐欺は、息子や孫などを装い、「会社の書類を

なくした」などと言い、現金等をだまし取る手口です。

　預貯金詐欺やキャッシュカード詐欺盗は、警察官や銀

行員等を装い、「あなたのカードが悪用されている。」など

と言い、キャッシュカード等をだまし取ったり、隙を見て

キャッシュカード等を盗む手口です。

犯人が、最初に被害者と接触を図る方法については、

　全て固定電話機への電話となっております。

　つまり、固定電話機の対策を講じることが、被害防止に

有効です。

　固定電話機の対策は、

 ① 警告・録音機能付きの固定電話機を活用すること

 ② 固定電話機を常に留守番電話に設定すること です。

　犯人は、自分の声を録音されることを嫌がってすぐに

電話を切ることが多く、直接犯人と話をせずに済むため、

有効な対策となります。

　最近では、新型コロナウイルスに関連した特殊詐欺の

予兆電話も確認されており、犯人から高齢者が狙われて

いる状況が続いておりますので、被害防止のため、固定電話機の対策をしましょう。

防犯・詐欺・悪質商法等に
関する相談もお気軽に！

県警の相談専用電話
　☎（266）9110
　♯9110（プッシュホン回線の場合）

取材協力：宮城県警生活安全企画課

件　数

前年比

被害金額

前年比

７０

約１億３，１１６

−７

+４，２８８

件

万円

件

万円

令和２年 県内の特殊詐欺
   ４月末現在

葬
儀
と
お
墓
で
20
万
円
か
ら

■賢聖院の永代供養墓（みやぎ霊園内）

永代供養墓は檀家制でなく生前契約によ

る会員登録制のため、煩わしさも無い新

しい考え方の墓として注目されています。

・どなたでも利用可。宗旨宗派は問わず。

・合祀墓５万円。年間維持管理費は無し。

・葬儀15万円から。

13回忌まで個別に安置供養、以後合祀墓に
移し33回忌まで寺が供養する永代供養墓

寺
院
探
訪

寺
院
探
訪

　
天
台
宗
北
目
山「
賢
け
ん
じ
ょ
う
い
ん

聖
院
」

の
永
代
供
養
墓
が
、
み
や
ぎ

霊
園
の
中
に
設
け
ら
れ
て
人

気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
賢
聖
院
は
、
午う

ま

年
生
れ

の
守
本
尊「
勢せ
い
し
ぼ
さ
つ

至
菩
薩
」を
関

東
以
北
で
唯
一
お
祀
り
し

て
い
る
、
北
目
町
に
あ
る

二に
じ
ゅ
う
さ
ん
や
ど
う

十
三
夜
堂
の
正
式
名
称
。

　
由
緒
あ
る
お
寺
で
あ
り
な

が
ら
、
煩
わ
し
さ
の
無
い
会

員
登
録
制
を
導
入
し
て
い
て

「
維
持
管
理
費
で
子
供
に
負
担

を
か
け
た
く
な
い
」「
形
式
に

こ
だ
わ
り
た
く
な
い
」と
い
っ

た
方
々
か
ら
も
好
評
で
す
。

※「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」配
付
中
。

ハ
ガ
キ
に
て
お
申
込
み
を
。

賢
聖
院
☎（
７
２
２
）０
２
３
８

仙
台
市
青
葉
区
北
目
町
７-

11

煩
わ
し
さ
の
無
い
「
会
員
登
録
制
」

り
の
た
め
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
を
オ
ー
プ
ン
。「
隣
近
所

に
住
ん
で
い
る
方
も
取
引
先
の

方
も
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

昇
降
機
が
あ
る
こ
と
で
、
気
軽

に
来
た
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
」　（
同
）　
時
に
は
、

数
十
キ
ロ
に
も
な
る
工
事
用
の

大
量
の
書
類
を
昇
降
機
で
運
ぶ

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　『
楽
ち
ん
号
』
は
、
ど
ん
な
階

段
に
も
設
置
可
能（
屋
内
、
屋
外
、

木
製
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
、
鉄
製
、

急
勾
配
等
）。
現
地
調
査
・
お
見
積

も
無
料
。
菱
光
リ
フ
ト
東
北（
株
）

は
45
年
の
実
績
あ
る
会
社
で
、

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
万
全
で
す
。

問
／
菱

り
ょ
う
こ
う光

リ
フ
ト
東
北（
株
）

☎
０
２
２（
３
７
８
）５
７
３
３

詳しくはホームページで。

カ
タ
ロ
グ
進
呈
中
！ 

現
地
調
査
や
見
積
は
全
て
無
料

大
崎
市
田
尻
　（
株
）荒
産
業
　
代
表
取
締
役
　
荒 

孝
治
さ
ん

顧
客
や
地
域
住
民
の
高
齢
化
へ
対
応

　
階
段
昇
降
機
は
工
期
や
費
用

の
面
で
も
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
た

め
、
一
般
住
宅
以
外
に
も
各
企

業
様
や
病
院
、
老
健
施
設
な
ど

数
多
く
の
場
所
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
昨
年
９
月
に
竣
工
し
た
新
社

屋
に『
楽
ち
ん
号
』
を
設
置
さ
れ

た
の
は
、（
株
）
荒
産
業
さ
ん
。

いす式
階段昇降機

楽ちん号
利用者の声 ⓲

菱光リフト 検索

シルバーネットの主な設置場所
● 地下鉄の駅	●	 泉中央・黒松・台原・北四番町・勾当台公園・広瀬通・仙台・五橋・河原町・長町一丁目・長町南

●  公共施設 	●
	 市民センター・シルバセンター・福祉プラザ・老人福祉センター・メディアテーク・生涯学習支援センター	

		  消費生活センター・ＮＰＯプラザ・市民活動サポートセンター・カメイアリーナ仙台・元気フィールド仙台・青葉体育館

●  医療機関 	●
	 大学病院／市立病院／オープン病院／労災病院／医療センター／西多賀病院／がんセンター／赤十字病院	

		  医科薬科大学病院／ JCHO仙台病院／ JCHO仙台南病院／循環器病センター／広南病院／ JR仙台病院

●  スーパー  	●	 モリヤ／一部の生協・一部のヨークベニマル・一部のザビッグ

●  金融機関  	●	 杜の都信用金庫



令和 2年 6月号

「
電
話
相
談
」実
施
中

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
た
方
等
へ
、

電
話
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

●
月
・
水
・
金
　
10
時
〜
16
時

①
☎
０
７
０（
２
０
２
５
）８
９
４
７

②
☎
０
７
０（
２
０
２
５
）８
２
０
０

③
☎
０
９
０（
６
２
５
３
）５
６
４
０

※
月
水
金
の
電
話
が
繋
が
ら
な
い

場
合
は
、
①
〜
③
の
順
に
お
掛
け

直
し
願
い
ま
す
。

●
火
・
木
・
土
　
９
時
〜
17
時

　
☎
０
８
０（
３
１
９
９
）４
４
８
１

※
い
ず
れ
の
場
合
も
、専
門
ス
タ
ッ

フ
が
秘
義
務
順
守
で
対
応
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
仙
台
傾
聴
の
会

　
☎
０
７
０（
２
０
２
５
）８
２
０
０

野
山
ウ
ォ
ー
ク
・
自
然
観
察

※
参
加
費
５
０
０
円
。
昼
食
飲
み
物
等

は
各
自
持
参
。
申
込
は
３
日
前
迄
。
状

況
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
も
有
り
。

　
６
月
12
日（
金
）・
26
日（
金
）

　
７
月
10
日（
金
）・
31
日（
金
）

　
場
所
／
仙
台
市
西
部
の
里
山

■
問
／
東
北
ア
ウ
ト
ド
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
０（
８
６
１
６
）１
３
９
７

●
作
品
募
集
中

「
第
29
回
シ
ル
バ
ー
創
作
展
」

部
　
門
／
洋
画
・
日
本
画
・
書
・

　
　
　
写
真
・
工
芸
・
手
工
芸

対
　
象
／
市
内
在
住
か
通
学
・
勤
務
す
る

　
　
　
60
歳
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

申
込
締
切
／
６
月
24
日（
水
）必
着

出

品

料
／
１
作
品
５
０
０
円

開
催
日
程
／
７
月
11
日（
土
）〜
16
日（
木
）

（
会
場
は
仙
台
市
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
）

■
問
／
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
交
流
啓
発
係

☎（
２
１
５
）３
１
７
０

●
演
技
者
募
集
中

芸
能
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ふ
れ
愛
の
つ
ど
い

　
11
月
20
日（
金
）10
時
〜
16
時

　
会
場
／
仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ

■
問
／
☎
０
９
０（
２
８
８
９
）７
４
７
４（
小
磯
）

シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

「
い
ち
え
の
会
」か
ら
の
お
知
ら
せ

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
３
月

か
ら
活
動
を
自
粛
し
て
い
ま
す
が
、

し
ば
ら
く
は
開
催
で
き
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
再
開
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

紙
面
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
問
／
い
ち
え
の
会
・
関
本
副
会
長

☎（
７
１
９
）４
４
４
６

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
お
出
掛
け
の
際
は
再
度

ご
確
認
さ
れ
て
か
ら
行
か
れ
ま
す

こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

（6）

市
民
利
用
施
設
の
再
開
日

※
主
な
施
設
を
抜
粋
・
再
開
日
は
予
定

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
　	

６
月
１
日

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　	

６
月
１
日

老
人
憩
の
家
　	

６
月
１
日

コ
ミ
セ
ン
　
　
６
月
１
日（
以
降
）

区
文
化
セ
ン
タ
ー 

　	

６
月
１
日

市
民
会
館
　	

６
月
１
日

戦
災
復
興
記
念
館
　	

６
月
１
日

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー	

６
月
１
日

エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台	

６
月
１
日

福
祉
プ
ラ
ザ
　	

６
月
１
日

市
民
セ
ン
タ
ー
　	

６
月
２
日

傾
聴
サ
ロ
ン　
　
　

   

　
６
月
６
日（
土
）10
時
〜
16
時

　
仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ

※
参
加
費
無
料（
要
予
約
）

※
悩
み
を
聴
い
て
欲
し
い
、
自
分
の

こ
と
を
分
か
っ
て
欲
し
い
等
、
あ
な
た

の
不
安
や
悩
み
、
胸
の
内
を
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
お
聴
き
し
ま
す
。
個
別
に
対
応
。

■
問
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
仙
台
傾
聴
の
会

　
☎
０
９
０（
６
２
５
３
）５
６
４
０

気
楽
に
楽
し
く 

エ
ッ
セ
イ
を
書
こ
う

　
６
月
13
日（
土
）11
時
〜
12
時
30
分

　
会
場
／
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
仙
台

　
参
加
費
／
１
２
５
０
円（
会
員
１
０
０
０
円
）

■
問
／
サ
ロ
ン
☎（
２
１
７
）０
１
０
１

家
族
に
伝
え
た
い
自
分
史
を
書
こ
う

　
６
月
13
日（
土
）13
時
30
分
〜
15
時

※
会
場
＆
参
加
費
＆
問
合
先
は
同
じ

シ
ニ
ア
限
定
の
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し

大
人
の
茶
話
会

　
６
月
21
日（
日
）13
時
30
分
〜

　
会
場
／
ホ
テ
ル
・
ユ
ニ
サ
イ
ト（
モ
ン
ト
レ
裏
）

　
男
性
５
０
０
０
円
・
女
性
２
０
０
０
円

■
問
／
☎
０
９
０（
７
７
９
０
）５
４
８
０（
太
陽
の
会
）

介
護
講
座
　
　
　
　
　  

▼
テ
ー
マ
別
介
護
講
座

『
高
齢
者
の
摂
食
嚥
下
障
害

と
誤
嚥
予
防
』

　
６
月
３
日（
水
）13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
介
護
1
日
講
座

『
介
護
に
役
立
つ
薬
の
知
識
』

『
介
護
保
険
を
理
解
し
よ
う
！
』

　
６
月
10
日（
水
）10
時
〜
15
時

▼
介
護
ナ
イ
タ
ー
講
座

『
認
知
症
の
医
学
知
識
』

　
６
月
18
日（
木
）18
時
30
分
〜
20
時
30
分

※
会
場
は
仙
台
市
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

対
象
は
市
民（
仙
台
市
内
在
住
か
お
勤
め
の
方
）

受
講
料
無
料（
※
希
望
者
の
み
テ
キ
ス
ト
代
）

■
問
／
仙
台
市
健
康
福
祉
事
業
団  

介
護
研
修
室

☎（
２
１
５
）３
７
１
１

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

宮
城
野
区
福
室
　
芳
賀
昭
子（
88
）

若
林
区
荒
井
　
小
野
さ
つ
き（
76
）

青
葉
区
錦
ヶ
丘
　
佐
藤
ふ
さ
子（
70
）

太
白
区
東
中
田
　
横
尾
千
枝
子（
83
）

青
葉
区
中
山
　
山
形
　
正（
70
）

富
谷
市
富
ヶ
丘
　
菊
地
千
鶴
子（
67
）

太
白
区
あ
す
と
長
町
　
北
畠
ふ
く
よ（
91
）

村
田
町
　
吉
野
美
智
子（
66
）

青
葉
区
花
壇
　
松
田
瞭
子（
94
）

岩
沼
市
　
及
川
た
い
子（
72
）

宮
城
野
区
原
町
　
柏
原
蔦
子（
84
）

太
白
区
茂
庭
　
鹿
又
和
子（
79
）

青
葉
区
落
合
　
髙
橋
ス
マ
ノ（
93
）

青
葉
区
東
勝
山
　
梶
原
幸
子（
79
）

宮
城
野
区
福
室
　
堀
口
重
光（
81
）

リ
ハ
青
山
　
渡
邊
愛
子（
92
）

リ
ハ
青
山
　
庄
司
　
努（
70
）

太
長
会
リ
ハ
　
久
慈
レ
イ（
92
）

富
谷
市
あ
け
の
平
　
松
元
ゆ
り
子（
67
）

太
白
区
あ
す
と
長
町
　
大
友
寛
子（
84
）

泉
区
長
命
ヶ
丘
　
阿
部
　
弘（
77
）

太
白
区
あ
す
と
長
町
　
村
井
鶴
子（
92
）

宮
城
野
区
鶴
ヶ
谷
　
横
田
春
治（
68
）

大
河
原
町
　
鈴
木
昌
子（
75
）

太
白
区
あ
す
と
長
町
　
久
米
禮
子（
82
）

読者投稿作品

リ
ハ
青
山
　
　
　
　

　
佐
藤
け
い
子（
85
）

青葉区中山吉成　長谷川登美（71）若林区古城　佐藤裕子（73）

太白区袋原　岩井元司（87）太白区鈎取　中村佐江子（91）

　　　　　　 《その３   そもそも葬儀社は営利企業》
　　前回、葬儀社は「葬儀に必要な繁多な実務を代行し、遺族が安心して故人との別れに向き合えるよう手助けする。或

いは、葬儀導師が儀式に集中して臨むために段取りと気配りをするサービス業」だと述べました。葬儀屋さん抜きで現代

の葬儀を行うことは甚だ困難です。もっとも、葬儀屋さんを頼る以上は、当然対価が発生し、その多寡に応じてサービス

内容が変わることは否めません。そもそも彼らは営利企業であって、利益を出さなければ経営が成り立ちません。勿論、

対価を請求する以上はそれ相応の葬儀を施行する責任・義務を負わねばなりません。また、顧客である遺族・親族から

「いい葬儀だった」と感謝されるような葬儀をプロデュースすることこそが「葬儀屋の矜持（きょうじ）」であるべきです。

　　ところが、バブル崩壊後デフレが進行するにつれ、ただ「安い葬儀」を売りにする業者ばかりが目立つようになりました。

その多くが家族葬・直葬をメインとした後発組の業者や、大手量販店や IT 系から参入してきた葬儀紹介・仲介業者で

妙蓮寺 ☎022（376）3553
〒981-3225　仙台市泉区福岡字上野原1-16

宗教法人

●葬儀一式 ：３０万円以内（戒名・枕経・通夜読経・葬儀導師・炉前読経まで含む）
 　　※戒名は信士／信女号（居士／大姉号、院号等は別途ご相談下さい）
●追善供養　（初七日以降、繰上法要も同じ）：３万円程度（塔婆料を除く）
●埋葬までの安置場所にお困りの方には、ご遺骨一時お預かりをいたします。
●仏壇・位牌の芯入れ・芯抜き。その他のご供養や各種ご祈祷も承ります。

相談料はいただきませんので、お気軽にお電話を。相談料はいただきませんので、お気軽にお電話を。

※非通知設定のままですと繋がらない場合がございます。

した（現状、葬儀社をネット検索す

るとそういう業者ばかりが上位に

名を連ねます）。かくして、「価格破

壊」という大義名分の下、日本の

伝統的葬儀文化は崩壊の途を辿

るようになって行ったのです。

「今までお寺と縁が無かったけど。」という方、
   葬儀についての疑問や不安にお応えします。葬儀費用を

考える
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仙台市青葉区中山4-14-35

☎303-8731
ハ ナ サ イ ダ ン

フローラルプラザ中山
仙台市青葉区宮町 1-4-18

☎721-8731
ハ ナ サ イ ダ ン

フローラルプラザ宮町
仙台市青葉区堤町3-18-1

☎275-8731
ハ ナ サ イ ダ ン

フローラルプラザ台原

仙台市青葉区落合2-16-12

☎302-8731
ハ ナ サ イ ダ ン

フローラルプラザ愛子
仙台市青葉区水の森 3-42-18

☎277-8731
ハ ナ サ イ ダ ン

フローラルプラザ桜ヶ丘
仙台市泉区長命ヶ丘 5-12-9

☎777-8731
ハ ナ サ イ ダ ン

フローラルプラザ長命ヶ丘

仙台市泉区北中山3-18-5

☎376-8731
ハ ナ サ イ ダ ン

フローラルプラザ北中山
仙台市泉区南中山2-38-1

☎379-8731
ハ ナ サ イ ダ ン

フローラルプラザ川平

ご葬儀をサポート! !  入会金１万円で、たくさんの割引・特典。

生前予約

割引

割引

割引

割引

割引

割引

割引
※その他、お返し物割引（5％）、仏壇割引（37％）、墓石工事割引（20％）なども。 ※その他、相続手続き・生前贈与・遺言書作成・任意後見人指定等のご相談、葬儀の事前打ち合わせなども承ります。

心づくし、花づくし

花のスペシャリストだからできること

本社　☎022-303-8731
http://www.hanasaidan.co.jp

株式会社 花祭壇

今
回
の
執
筆
者
／
仙
台
本
町
公
証
役
場
　
公
証
人
　
卯
木
　
誠

【
三
】
子
供
が
お
ら
ず
、
妻
と

兄
弟
だ
け
が
相
続
人
の
場
合

は
、
兄
弟
に
遺
留
分
は
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
、
夫
が
、
全
財

産
を
妻
に
遺
す
と
い
う
遺
言

書
を
作
成
し
て
お
け
ば
、
自

分
の
死
後
安
心
し
て
全
財
産

を
妻
に
遺
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
お
子
さ
ん
が
お
ら
れ

な
い
夫
婦
の
場
合
は
、
奥
さ

ん
に
全
財
産
を
遺
す
遺
言
を

作
っ
て
お
く
必
要
性
が
高
い

と
い
え
ま
す
。

【
四
】
子
供
が
い
て
、
妻
と
子

供
が
相
続
人
の
場
合
は
、
遺

留
分
は
あ
り
ま
す
が
、
自
分

の
考
え
に
従
っ
て
遺
す
人
を

決
め
て
遺
言
書
を
作
成
す
れ

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
被
相
続
人

で
あ
る
財
産
の
所
有
者
が
、

遺
言
や
生
前
贈
与
に
よ
っ
て

第
三
者
や
相
続
人
に
財
産
を

相
続
さ
せ
、
遺
贈
、
贈
与
し

た
場
合
で
も
、
兄
弟
姉
妹
以

外
の
相
続
人
に
は
、
被
相
続

人
の
財
産
に
対
す
る
貢
献
や

生
活
保
障
の
趣
旨
で
、
２
分

の
１(

３
分
の
１
）
の
割
合
で

金
銭
的
請
求
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
兄
弟

姉
妹
の
相
続
人
に
は
、
遺
留

分
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
一
】 

兄
弟
姉
妹
以

外
の
相
続
人
は
、

遺
留
分
侵
害
額
請
求
権
と

い
っ
て
、
子
供
、
配
偶
者
が

い
る
相
続
の
場
合
は
財
産
の

２
分
の
１
の
割
合
に
相
当
す

る
金
額
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
親
だ
け

が
相
続
人
の
場
合
は
財
産
の

３
分
の
１
の
割
合
に
な
り
ま

す
。

【
二
】
遺
留
分
は
、
遺
族
の
生

活
保
障
や
遺
産
の
形
成
に
貢

献
し
た
遺
族
の
潜
在
的
持
分

の
清
算
を
す
る
こ
と
が
目
的

　
遺
留
分
と
は
何
で
す
か
。

ば
、
財
産
自
体
は
、
そ
の
相

続
人
、
受
遺
者
に
遺
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
遺
留
分
侵
害

額
請
求
権
は
、
金
銭
の
請
求

な
の
で
、
相
続
人
、
受
遺
者
は
、

お
金
を
支
払
う
義
務
を

負
う
だ
け
で
、
財
産
自

体
は
相
続
人
、
受
遺
者

に
遺
せ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
遺
留
分
権

利
者
は
、
相
続
の
開
始

等
を
知
っ
た
と
き
か
ら

１
年
間
遺
留
分
侵
害
額

請
求
を
行
わ
な
い
と
き

は
、
時
効
に
よ
り
請
求

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
遺
言

者
の
方
が
誰
か
に
財
産

を
遺
し
て
お
き
た
い
と
考
え

て
い
る
の
な
ら
、
遺
言
書
を

作
成
す
る
の
が
よ
い
で
し
ょ

う
。

　
な
お
、
公
正
証
書
遺
言
の

作
成
は
、「
仙
台
本
町
公
証
役

場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
検
索

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

下
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

ＱＡ

遺
留
分
と
は

いつでも無料相談
とりあえずお電話をどうぞ

（遺言・任意後見契約・その他）

仙台本町公証役場
仙台市青葉区本町 2-10-33　第２日本オフィスビル３Ｆ

☎（261）0744  公証人 卯木

　
お
誕
生
日
な
ど
の
お
祝
い

事
か
ら
、
お
墓
参
り
や
お
葬

儀
に
使
う
お
供
え
も
の
ま
で

「
お
電
話
一
本
で
お
届
け
い
た

　
コ
ロ
ナ
騒
動
を
き
っ
か
け
に
し
て
、

離
婚
を
考
え
る
高
年
齢
の
夫
婦
が
増

加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
離
婚
年
金

分
割
と
は
、
年
金
も
夫
婦
協
働
で
築

し
ま
す
。
毎
日
市
場
か
ら
新

鮮
な
お
花
を
仕
入
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
季
節
を
感
じ
る

素
敵
な
お
花
が
お
届
け
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
せ
！

h
ttp

s://h
an

ash
o
u
.jp

/

　
シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
新
聞
見
た
と

伝
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
ご
来
店
に

限
り
10
％
割
引
い
た
し
ま
す
。

い
た
財
産
と
捉
え
て
、
双
方
の
合
意

や
法
定
に
よ
る
割
合
で
分
割
で
き
る

制
度
で
す
。
年
金
受
給
開
始
後
で
も

分
割
可
能
で
す
が
、
対
象
と
な
る
の

は「
厚
生
年
金
」部
分
だ
け
で
す
。
50

歳
以
上
な
ら
、
年
金
事
務
所
で
分
割

見
込
額
の
試
算
が
で
き
ま
す
。
期
待

し
た
ほ
ど
の
額
に
な
ら
な
い
こ
と
も

多
い
の
で
、
離
婚
貧
乏
に
な
ら
な
い

た
め
に
は
熟
考
も
必
要
で
す
。

新
聞
見
た
方
、
ご
来
店
に
限
り
10
％
割
引

花
し
ょ
う
株
式
会
社
　
笹
原
　
毅

離
婚
時
の
年
金
分
割
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

社
会
保
険
労
務
士
　
富
樫
敦
子

会員数 現在45社 　 がんばります！

シルバーパートナーズシルバーパートナーズ
宮城県 住宅確保要配慮者居住支援法人  指定番号 第４号

不 老
詳しくはお電話でお問合せいただくか、ホームページをご覧ください。

シニア

0120-260-428

一般社団法人

宮城県内で事業を行っているプロ(企業)たちが
高齢者とご家族の悩み・困り事の解決＆支援のため

集まり智恵と汗を出し合っています!!
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睦
ま
じ
く
　貯
筋
を
競
う
　吾
と
夫
　	

上
野
山	

片
倉
陽
子
69

地
球
儀
で
　世
界
一
周
　コ
ロ
ナ
風
邪
　	

郡
　　山	

佐
佐
木
脩
70

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
　や
っ
と
使
え
る
　10
万
円
　	

土
手
内	

保
志
　　豊
70

予
定
な
く
　ゴ
ミ
収
集
日
が
　待
ち
遠
し
　　	

山
田
自
由
ヶ
丘	

熊
谷
み
よ
子
72

お
袋
は
　ド
ン
マ
イ
精
神
　百
三
才
　	

柳
　　生	

及
川
裕
子
73

コ
ロ
ナ
菌
　ハ
イ
カ
ラ
英
語
　撒
き
散
ら
し	

郡
　　山	

渡
辺
不
二
夫
74

古
パ
ン
ツ
　手
作
り
マ
ス
ク
に
　再
利
用	

山
田
本
町	

奥
田
定
夫
74

大
丈
夫
　み
ん
な
で
進
む
　道
だ
か
ら
　	

鹿
　　野	

菅
田
　　稔
75

バ
イ
キ
ン
グ
　ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
し
　酒
残
る	

青
　　山	

末
永
　　均
76

遠
い
耳
　知
っ
た
振
り
し
て
　笑
顔
で
渡
る
　	

西
の
平	

山
岸
文
子
77

英
世
さ
ん
　ウ
イ
ル
ス
菌
を
　消
し
て
く
れ
　　　　	

長
　　町	

加
茂
昭
六
郎
77

愚
痴
言
わ
ず
　頑
張
る
我
を
　賞
め
て
や
る
　　	

鹿
　　野	

鹿
野
恵
子
78

転
ん
で
も
　何
も
拾
わ
ず
　痛
み
だ
け
　　　　　　　	

リ
ハ
青
山	

千
葉
　　功
78

コ
ロ
な
ん
ぞ
　大
和
魂
　発
揮
す
る	

茂
庭
台	

高
橋
は
つ
ゑ
78

苦
も
老
い
も
　顧
み
る
と
き
　明
日
晴
れ
　	

鹿
　　野	

伊
藤
勝
雄
79

駄
目
で
し
ょ
う
　今
ど
き
勝
手
に
　パ
チ
ン
コ
は
　	

太
子
堂	

坂
部
宏
子
79

コ
ロ
リ
夢
　コ
ロ
ナ
に
す
っ
か
り
　手
足
出
ず
　	

茂
　　庭	

鹿
又
和
子
79

バ
ス
中
は
　ク
シ
ャ
ミ
飲
み
込
む
　ク
セ
が
付
き
　	

西
の
平	

石
森
清
子
79

バ
バ
様
は
　コ
ロ
ナ
太
り
を
　持
て
余
す
　	

西
の
平	

石
森
清
子
79

コ
ロ
ナ
病
　電
話
料
金
　高
く
な
る
　	

泉
　　崎	

菅
原
文
代
79

菜
園
で
　誰
気
兼
な
く
　咳
を
す
る
　	

ひ
よ
り
台	

佐
々
木
利
明
80

田
植
え
で
も
　息
子
帰
ら
ぬ
　コ
ロ
ナ
害
　	

ひ
よ
り
台	

佐
々
木
利
明
80

色
マ
ス
ク
　ば
ぁ
ば
手
作
り
　皆
笑
顔
　　　　　	

リ
ハ
青
山	

渡
辺
松
江
81

何
も
か
も
　中
止
　コ
ロ
ナ
が
　奪
う
夢
　	

緑
ヶ
丘	

佐
々
木
久
義
81

ま
じ
め
に
自
粛
　コ
ロ
ナ
明
け
た
ら
　デ
イ
通
い
　	

八
本
松	

南
　　雅
子
81

孫
看
護
師
　帰
っ
て
来
い
と
　言
い
た
い
の	

泉
　　崎	

遠
藤
英
子
83

遺
言
書
　書
く
ほ
ど
財
産
　あ
り
ま
せ
ん	

東
中
田	

横
尾
千
枝
子
83

伴
奏
を
　気
に
せ
ず
老
い
の
　の
ど
自
慢
　	
あ
す
と
長
町	

大
友
寛
子
84

よ
く
枯
れ
て
　火
が
点つ

き
や
す
い
　老
い
の
恋
　	
あ
す
と
長
町	

大
友
寛
子
84

カ
タ
カ
ナ
語
　昔
人
で
す
　辞
書
を
抱
く
　	

袋
　　原	

佐
藤
文
子
85

我
が
家
で
は
　三
密
さ
け
て
　蜂
蜜
に
　　　　　	

リ
ハ
青
山	
大
泉
忠
夫
85

休
業
の
　娘
に
励
ま
さ
れ
　ス
ト
レ
ッ
チ
　	

泉
　　崎	
大
友
敏
子
86

食
べ
て
寝
て
　笑
う
門
に
は
　コ
ロ
ナ
来
ず
　　　　　	

リ
ハ
青
山	

及
川
式
子
87

耳
そ
う
じ
　す
る
た
び
憶
う
　母
の
ひ
ざ
　　	

茂
庭
台	

菅
野
宏
司
87

あ
き
ら
め
ず
　希
望
も
捨
て
ず
　川
柳
を	

日
本
平	

石
森
朝
子
87

ま
だ
い
け
る
　ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
　五
七
五	

袋
　　原	

及
川
和
雄
90

介
護
士
さ
ん
　薬
タ
イ
ム
に
　あ
り
が
と
う
　	

あ
す
と
長
町	

天
野
ハ
ル
90

三
密
は
　あ
ん
み
つ
か
し
ら
と
　ボ
ケ
る
婆	

鈎
　　取	

中
村
佐
江
子
91

笑
み
浮
か
べ
　話
す
こ
と
ば
は
　ト
ゲ
だ
ら
け	

あ
す
と
長
町	

北
畠
ふ
く
よ
91

年
老
い
て
　よ
だ
れ
こ
ぼ
し
て
　愚
痴
こ
ぼ
す	

あ
す
と
長
町	

北
畠
ふ
く
よ
91

リ
ハ
ビ
リ
は
　ベ
ッ
ド
の
周
り
　歩
く
だ
け	

八
木
山	

伊
藤
清
子
91

友
あ
れ
ば
　九
十
難
坂
　命
づ
な	

鹿
　　野	

岩
見
弥
生
92

あ
る
ガ
ス
を
　全
部
出
そ
う
と
　腹
し
ぼ
る	

太
長
会
リ
ハ	

久
慈
レ
イ
92

戦
後
来
　安
穏
無
事
を
　感
謝
す
る	

桜
木
町	

三
浦
　　和
93

　宮
　城
　野
　区
　 

　

と
な
り
ま
で
　マ
ス
ク
姿
に
　ど
ち
ら
様
？
　　	

鶴
ヶ
谷
東	

横
田
春
治
68

忍
の
字
は
　心
に
刀
　載
っ
て
い
る
　	

萩
野
町	

齋
藤
由
紀
子
72

新
コ
ロ
ナ
　い
つ
か
は
な
る
さ
　旧
コ
ロ
ナ	

鶴
ヶ
谷	

越
後
屋
和
男
72

使
い
捨
て
　マ
ス
ク
洗
っ
て
　ま
た
使
う
　	

鶴
ヶ
谷
東	

澁
谷
　　堯
73

化
粧
代
　マ
ス
ク
の
お
か
げ
　浮
い
ち
ゃ
っ
た	

燕
　　沢	

佐
藤
敏
子
75

暑
く
な
る
　コ
ロ
コ
ロ
逃
げ
て
　消
え
て
く
れ
　　　	

鶴
ヶ
谷	

菊
地
カ
ツ
子
76

我
国
は
　コ
ロ
ナ
対
策
　途
上
国
？
　　　	

鶴
ヶ
谷	

上
村
つ
や
子
77

親
越
し
に
　孫
に
手
紙
を
　出
し
ま
く
り
　　　	

鶴
ヶ
谷	

菅
原
角
一
78

シ
ル
バ
ー
も
　自
粛
ム
ー
ド
　指
を
折
る	

榴
　　岡	

新
田
み
ち
子
79

ど
ち
ら
さ
ん
　と
ぼ
け
て
み
た
い
　時
も
あ
る
　　　	

東
仙
台	

勝
又
千
恵
子
79

自
粛
し
て
　こ
れ
も
チ
ャ
ン
ス
と
　模
様
替
え	

東
仙
台	

原
タ
エ
子
79

さ
ゆ
き
さ
ん
　今
こ
そ
フ
ァ
イ
ト
　サ
ギ
の
足	

鶴
ヶ
谷	

岡
本
頴
子
80

テ
レ
ビ
つ
け
　チ
ャ
ン
ネ
ル
ど
こ
も
　み
な
コ
ロ
ナ
　	

大
　　梶	

新
井
和
子
80

宣
伝
も
　し
な
い
コ
ロ
ナ
が
　世
を
制
覇	

岩
　　切	

村
上
泰
子
80

マ
ス
ク
し
て
　無
口
に
な
っ
た
　老
い
二
人
　　	

苦
　　竹	

吉
田
征
四
郎
81

何
も
な
い
　持
ち
歩
く
の
は
　笑
顔
だ
け	

福
　　室	

阿
部
栄
一
82

ダ
イ
ジ
ョ
ー
ビ
　皆
で
笑
っ
た
　言
い
合
っ
た	

原
　　町	

今
部
治
朗
82

大
地
震
　大
雨
コ
ロ
ナ
　次
は
あ
れ
？	

苦
　　竹	

太
田
一
義
83

オ
ン
ラ
イ
ン
　母
の
顔
よ
り
　手
紙
書
く	

平
　　成	

佐
瀬
　　嵩
83

丸
顔
に
　昭
和
の
サ
イ
ズ
　ア
ベ
マ
ス
ク	

幸
　　町	

天
谷
行
雄
83

令
和
の
春
　集
い
唄
え
ず
　老
一
人	

二
の
森	

石
川
勢
津
子
83

時
は
今
　終
戦
直
後
の
　再
来
か	

白
　　鳥	

大
岩
京
子
84

老
春
の
　心
に
か
ん
ざ
し
　飾
り
た
い	

新
田
東	

島
崎
途
代
84

こ
れ
か
ら
は
　世
界
の
宗
教
　肩
を
組
め	

田
　　子	

工
藤
一
寿
85

帰
省
乞
う
　孫
に
断
る
　婆
無
惨	

幸
　　町	

齋
藤
美
江
86

師
走
に
は
　産
院
忙
し
　外
禁
令	

幸
　　町	

齋
藤
美
江
86

燗
一
合
　今
日
の
働
き
　確
か
め
て	

鶴
ヶ
谷	

青
木
敏
浩
86

３
密
吐
く
　コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
　夢
叶
う
　　　　　	

鶴
ヶ
谷	

二
郷
徳
夫
89

孫
が
言
う
　バ
ァ
バ
の
口
癖
　大
丈
夫
だ	

福
　　室	

芳
賀
昭
子
89

五
月
共
　な
れ
ば
コ
ロ
ナ
も
　鯉
の
餌
　　　　	

松
岡
町	

小
田
中
榮
市
88

寄
席
通
い
　固
い
脳
味
噌
　練
り
こ
な
す	

大
　　梶	

上
杉
義
弘
89

マ
ス
ク
し
て
　シ
ワ
も
ち
ゃ
っ
か
り
　隠
し
お
り	

新
　　田	

佐
藤
　　勉
90

婆
さ
ん
と
　コ
ロ
ナ
の
せ
い
で
　糸
電
話	

新
　　田	

佐
藤
　　勉
90

延
期
な
ら
　延
命
ず
っ
と
　が
ん
ば
る
か
　	

鶴
ヶ
谷	

渡
辺
健
次
郎
91

給
付
金
　何
に
使
う
か
　ボ
ケ
防
止
　	

鶴
ヶ
谷	

渡
辺
健
次
郎
91

禁
煙
が
　あ
っ
て
禁
酒
の
　席
は
な
し	

福
　　室	

今
野
義
朗
94

　若
　林
　区
　　　

ユ
ー
モ
ア
も
　す
べ
る
ジ
ジ
ィ
の
　ハ
ゲ
頭
　	

南
石
切
町	

東
海
林
芳
男
68

合
言
葉
　コ
ロ
ナ
終
息
　ラ
ン
チ
し
よ
う	

上
飯
田	

鈴
木
ひ
ろ
子
69

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
　婆
と
嫁 

密
　心
配
だ	

沖
　　野	

秋
葉
秀
雄
73

ジ
ジ
バ
バ
の
　会
話
は
ず
ま
ぬ
　犬
の
留
守	

河
原
町	

大
橋
庸
晃
74

我
が
家
で
は
　何
が
何
で
も
　笑
顔
あ
り
　　　　　　	

古
　　城	

佐
藤
裕
子
75

ク
ロ
ス
パ
ズ
ル
　全
部
う
め
て
は
　自
画
自
賛
　　　	荒
　　井	

清
野
聡
子
76

マ
ス
ク
だ
け
　若
づ
く
り
で
も
　い
い
で
す
か	

荒
　　井	

小
野
さ
つ
き
77

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
　ア
イ
ム
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
　ノ
ー
サ
ン
キ
ュ
ー	

な
な
い
ろ
の
里	

安
達
　　董
78

「
ふ
る
さ
と
」を
　歌
い
帰
省
を
　あ
き
ら
め
る	

大
和
町	

佐
藤
紀
子
80

学
力
よ
り
　ど
う
生
き
の
び
る
か
　智
恵
く
ら
べ
　	

五
十
人
町	

伊
藤
恭
子
80

孫
も
来
ず
　今
日
も
ジ
ジ
ィ
は
　寝
て
ば
か
り	

文
化
町	

佐
藤
哲
造
81

何
時
も
　自
粛
生
活
　我
が
人
生	

沖
　　野	

矢
口
敬
治
81

傘
寿
と
な
り
　バ
ラ
ン
ス
と
れ
た
　自
画
像
に	

沖
　　野	

林
　　忠
夫
82

ウ
イ
ル
ス
め
！
　強
い
お
酒
で
　手
を
洗
う
　	

河
原
町	

藤
田
陽
子
83

朝
新
聞
　太
陽
身
体
に
　ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
　	

文
化
町	

高
橋
知
杏
91

卒
寿
坂
　若
さ
日
に
日
に
　遠
ざ
か
り	

河
原
町	

佐
藤
　　清
93

ま
っ
す
ぐ
に
　歩
い
た
路
を
　子
に
残
す	

大
和
町	

志
鎌
清
治
94

　泉
　　　区
　　

コ
ロ
ナ
様
　無
口
な
お
ば
さ
ん
　出
来
に
け
り	

旭
丘
堤	

安
孫
子
善
一
郎
66

家
族
分
の
　マ
ス
ク
手
作
り
　備
蓄
す
る	

向
陽
台	

髙
橋
え
み
子
69

腰
痛
で
　外
出
で
き
ず
　コ
ロ
ナ
の
せ
い
に	

七
北
田	

阿
部
昌
道
72

壁
ド
ン
で
　靴
下
や
っ
と
　は
き
ま
し
た	

南
中
山	

堀
江
喜
代
彦
72

浴
衣
で
も
　マ
ス
ク
に
変
わ
る
　妻
の
智
恵
　　	

南
中
山	

堀
江
喜
代
彦
72

観
光
地
　「
来
な
い
で
く
れ
」と
　宣
伝
し	
泉
ヶ
丘	

小
林
　　功
75

お
昼
寝
し
　目
が
覚
め
た
の
に
　今
は
朝
？	
黒
　　松	

及
川
光
子
76

株
下
が
り
　ジ
ジ
ィ
の
小
遣
い
　底
を
突
く	

松
　　陵	

髙
橋
勝
見
76

庭
の
花
　寄
り
添
い
し
ゃ
べ
り
　マ
ス
ク
な
し	

友
愛
町	
浅
利
桂
子
76

元
気
で
ね
　言
っ
た
わ
た
し
が
　病
ん
で
い
る	

友
愛
町	

高
橋
典
子
76

家う
ち

の
鬼
婆
　コ
ロ
ナ
退
治
の
　守
り
神	

将
　　監	

庄
子
春
吉
77

有
り
難
や
！
　冥
土
土
産
の
　コ
ロ
ナ
金	

将
　　監	

庄
子
春
吉
77

　　　　

シ
ル
バー
川
柳

笑
い
あ
り
涙
あ
り

今
月
の
課
題 

が
ん
ば
る
・
大
丈
夫

智
恵
・
希
望
・
ユ
ー
モ
ア

投
稿
総
数
２
２
１
通
　
編
集
室
選

　締切  6月10日 （※お手紙＆作品も）

初めての方もご遠慮なく !!（投句料無料）
ハガキに５句まで書いてお送り下さい。
氏名（フリガナ）を本名で ( ※ペンネームの
方は河出書房新社発行の本には原則掲載不可 )

年齢・性別・住所・電話番号・よろしければ
アンケートの答を明記。難しい字にはフリガナを。

特選の方に 5,000円、秀作の方に 1,000 円のクオカードを
菱光リフト東北（株）様から進呈いたします。

※投稿された川柳の著作権は発行元に帰属します。

【個人情報の取扱について】　読者の皆様の個人情報は当社が責任を持って

管理いたします。尚、プレゼント商品の発送のために、商品提供社へ開示する

ことがございますのでご了承ください。第三者に開示することはございません。

①
今
は
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
に
勝
つ
と
信
じ
、前
向
き
な
気
持
ち
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
大
切
。“
心
オ
ン
”、ピ
ッ
タ
リ
の
言
葉
で
す
。

②
夜
明
け
が
遅
い
な
〜
と
思
っ
た
ら
…
。
孫
に
目
撃
さ
れ
た
ら「
マ
ス
ク
の
新
し
い
活
用
法
よ
」と
。
③
シ
ニ
ア
向
け
の
良
い
靴
が
増

え
て
い
る
と
は
い
え
、
ハ
イ
ヒ
ー
ル
へ
の
未
練
が
残
る
90
歳
。
④
百
歳
と
い
う
偉
大
な
夢
へ
！
　
で
も
棒
高
跳
び
は
、
無
謀
す
ぎ
る
！

［
特
選
］
※
菱
光
リ
フ
ト
東
北（
株
）
様
よ
り
特
選
の
方
に
５
０
０
０
円
、
秀
作
の
方
に
１
０
０
０
円
の
ク
オ
カ
ー
ド
を
進
呈

  

［
秀
作
］

1. コロナウイルスが終息したら
　やりたいことは？
①旅行（どの辺へ？）　②スポーツ（どんな？）
③外食（何を？）　　　④習い事（どんな？）
⑤買い物　　⑥友人知人との交流

2. コロナウイルスから学んだことは？
たとえば、マスクを備蓄する、旅行等は行け
る時に行っておく、現代社会のもろさ、等々。

今
は
た
だ
　心
オ
ン
に
し
　充
電
期
　 

芦
の
口
　　
加
納
恵
子
73

スポンサーの皆様、広告のご掲載、ありがとうございました。
読者の皆様、ぜひ広告欄もご活用くださいませ。

シルバーネットの発行に伴う経費は、広告掲載料と寄付金で賄っております。

次の方々からご寄付をいただきました。ありがとうございます。

西文化福寿会様、小磯清光様、佐佐木脩様
岩見弥生様、佐藤裕子様

高橋知杏様、髙橋スマノ様

振込先：ゆうちょ銀行 02200-1-41603 みやぎシルバーネット

「アンケート」にもご協力ください。

夢・昇る・明日・復活
次の課題

※投句は課題、自由、どちらでも結構です。

※課題の言葉を作品に入れない工夫を

※義務では
  ありません。

笑いは元気の素！　認知症の予防にもシルバー川柳　

　青
　葉
　区
　　

マ
ス
ク
し
て
　眉
毛
書
く
だ
け
　ノ
ー
メ
イ
ク
　　	

錦
ヶ
丘	

髙
橋
実
枝
子
60

町
内
の
　ゴ
ミ
見
て
我
が
家
も
　大
掃
除
　　	

中
　　江	

木
村
鏡
子
64

リ
ハ
ビ
リ
は
　子
や
孫
家
族
　ワ
ン
チ
ー
ム
　　　	

鷺
ヶ
森	

氏
家
正
彦
68

在
宅
の
　勤
務
で
顔
は
　婆
の
ま
ま
　　　　	

錦
ヶ
丘	

佐
藤
ふ
さ
子
70

母
の
歳
　す
で
に
越
え
た
が
　は
は
は
は
は（
母
は
母
）
　錦
ヶ
丘	

佐
藤
ふ
さ
子
70

志
村
け
ん
　首
相
に
な
れ
ば
　「
大
丈
夫
だ
ぁ
」　　	
昭
和
町	

紙
谷
義
和
70

カ
ラ
オ
ケ
の
　再
開
睨
み
　風
呂
エ
コ
ー
　　　	

旭
ヶ
丘	

鈴
木
武
志
71

終
息
へ
　ま
じ
め
県
人
　努
力
賞
　　　	

葉
山
町	
青
木
三
郎
71

あ
ら
い
や
だ
　笑
い
ふ
く
ら
む
　失
敗
談
　　　	

中
山
吉
成	
長
谷
川
登
美
71

ア
ビ
ガ
ン
は
　何
の
鳥
か
と
　孫
に
聞
く
　　　　	

国
見
ヶ
丘	

叶
　　芳
雄
72

巣
ご
も
り
で
　食
費
ピ
ン
チ
と
　バ
バ
の
声
　　　	

五
　　橋	

児
玉
　　悟
73

断
捨
離
で
　不
要
不
急
の
　暇
潰
し
　　　	

通
　　町	

阿
部
良
一
76

年
老
い
て
　朝
が
来
る
の
が
　待
ち
遠
し
い	

宮
　　町	

大
和
田
久
美
76

母
が
逝
き
　喜
寿
か
ら
ひ
と
り
　が
ん
ば
る
さ	

春
日
町	

堀
江
良
彦
77

ウ
イ
ル
ス
で
　夢
も
希
望
も
　空
回
り	

小
田
原	

山
田
和
子
77

あ
い
さ
つ
に
　手
作
り
マ
ス
ク
の
　柄
を
褒
め	

霊
屋
下	

岡
本
幸
子
78

元
気
だ
よ
　窓
か
ら
合
図
の
　旗
を
出
す	

霊
屋
下	

岡
本
幸
子
78

飼
い
犬
と
　そ
っ
く
り
顔
の
　散
歩
主	

山
手
町	

難
波
豊
子
78

コ
ロ
ナ
よ
り
　寝
た
き
り
怖
い
と
　靴
を
履
く	

霊
屋
下	

岡
本
宏
正
79

最
近
は
　都
市
ナ
ン
バ
ー
が
　嫌
が
ら
れ	

霊
屋
下	

岡
本
宏
正
79

給
付
金
の
　カ
ン
フ
ル
効
い
た
　腰
伸
び
た	

高
　　松	

須
田
節
子
79

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
　不
用
の
留
守
番
　二
人
し
て	

旭
ヶ
丘	

本
郷
祐
子
79

何
事
も
　明
日
が
あ
る
さ
と
　空
元
気
　	

中
山
台	

佐
々
木
克
夫
79

亡
き
妻
よ
　入
院
し
た
の
で
　す
ぐ
帰
れ
　	

台
　　原	

中
鉢
紀
雄
79

イ
ン
フ
ラ
と
　三
度
の
ご
は
ん
　今
は
あ
る
　	

東
勝
山	

梶
原
幸
子
79

春
耕
で
　蛙
掘
り
出
し
　ま
た
寝
せ
る
　	

中
　　江	

岸
田
紀
雄
80

が
ん
ば
る
ぞ
　ウ
イ
ル
ス
な
ん
か
　と
ん
で
い
け
！	

旭
ヶ
丘	

本
郷
泰
弘
81

人
恋
し
　孫
か
ら
電
話
　取
り
合
い
に	

中
山
吉
成	

小
野
幸
子
82

朝
ド
ラ
の
　「
つ
づ
く
」で
今
日
も
　が
ん
ば
れ
る	

中
山
吉
成	

小
野
幸
子
82

ネ
ー
ミ
ン
グ
　だ
け
で
分
か
ら
ぬ
　施
設
か
な	

東
勝
山	

佐
々
木
隆
雄
83

若
返
る
　た
め
の
楽
し
い
　汗
を
か
く
　	

台
　　原	

菊
池
幸
子
83

ス
ト
レ
ス
で
　太
り
幸
せ
　で
も
太
り
　	

台
　　原	

菊
池
幸
子
83

新
コ
ロ
ナ
　疑
わ
れ
る
の
で
　風
邪
ひ
く
な	

中
　　山	

中
沢
常
夫
84

光
る
も
の
　な
い
け
ど
妻
の
　手
が
ぬ
く
い	

小
松
島	

山
口
省
三
85

一
生
の
　短
さ
思
う
　本
の
山	

小
松
島	

山
口
省
三
85

誰
も
彼
も
　マ
ス
ク
を
か
け
れ
ば
　五
割
増
し
　	

中
　　江	

木
村
　　忍
87

色
々
な
　マ
ス
ク
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
　花
ざ
か
り
　	

中
　　江	

木
村
　　忍
87

桜
の
木
　見
物
客
に
　た
ま
げ
て
る	

中
山
吉
成	

源
間
重
雄
87

バ
ス
停
で
　爺
さ
ん
二
発
　「
く
さ
ぐ
ね
ぇ
よ
」っ
て	

桜
ヶ
丘	

白
取
悦
子
88

母
の
日
は
　昔
話
で
　自
粛
せ
り
　	

中
山
吉
成	

佐
藤
和
則
89

洋
々
と
　生
き
る
余
生
に
　チ
ャ
チ
ャ
入
る
　	

中
山
吉
成	

佐
藤
和
則
89

人
生
の
　主
役
は
私
　見
つ
め
よ
う
　	

鷺
ヶ
森	

氏
家
さ
ゆ
き
91

我
の
部
屋
　見
晴
ら
し
好
く
て
　退
屈
せ
ず
　	

旭
ヶ
丘	

今
野
昭
夫
92

何
時
死
す
も
　良
き
日
本
に
て
　酒
う
ま
し
　	

春
日
町	

須
藤
好
敏
92

友
の
愚
痴
　便
り
も
来
な
い
し
　気
に
か
か
る
　	

落
　　合	

髙
橋
ス
マ
ノ
93

句
を
詠
め
ば
　い
つ
か
イ
ラ
イ
ラ
　忘
れ
て
た
　	

中
　　山	

山
本
敏
行
94

終
着
の
　駅
を
見
ぬ
ふ
り
　ス
ル
ー
す
る
　	

花
　　壇	

松
田
瞭
子
94

ト
イ
レ
ま
で
　あ
と
何
秒
の
　徒
競
走
　	

花
　　壇	

松
田
瞭
子
94

桜
咲
く
　観
客
な
し
の
　オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
　	

木
町
通	

鈴
木
正
明
　

　太
　白
　区
　　

コ
ロ
ナ
で
も
　料
理
や
洗
濯
　休
み
な
し	

あ
す
と
長
町	

髙
橋
ゆ
み
62

ア
ベ
マ
ス
ク
　ゴ
ム
伸
び
き
っ
て
　よ
だ
れ
か
け
　 

　	リ
ハ
青
山	

上
村
　　栄
66

家
族
愛
　個
々
の
部
屋
に
　と
じ
こ
も
り	

鈎
　　取	

中
村
勇
子
67

酒
類
の
　味
は
Ｏ
Ｋ
　ま
だ
大
丈
夫
　	

八
木
山	

飛
田
秀
雄
68

今
だ
け
は
　動
か
ぬ
だ
け
で
　誉
め
ら
れ
る
　	

上
野
山	

片
倉
陽
子
69

《
ち
ば
編
集
長
よ
り
》　
　

▼
６
月
か
ら
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

や
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
多
く
の

市
民
利
用
施
設
が
再
開
に
な
り
ま

す（
※
５
月
中
に
再
開
し
た
施
設
も

あ
り
ま
す
）。
市
民
セ
ン
タ
ー
の
老

壮
大
学
で
は
、【
３
密
】を
避
け
る

た
め
に
受
講
生
の
多
い
と
こ
ろ
は

同
じ
講
座
を
２
回
に
分
け
て
や
る

よ
う
で
す
。【
第
２
波
】だ
け
は
、

ゼ
ッ
タ
イ
に
防
が
な
け
れ
ば
！

▼
療
養
中
の
氏
家
さ
ゆ
き
さ
ん
を

心
配
す
る
お
手
紙
を
何
通
か
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。「
氏
家
さ
ん
、

心
配
で
す
ね
。
急
が
ず
ゆ
っ
た
り

と
付
き
合
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。
子
供
さ
ん
が
い
る
か

ら
、
大
丈
夫
で
す
よ
」（
小
原
秋

子
さ
ん
）「（
息
子
の
）正
彦
さ
ん

の
気
持
、（
前
号
の
）川
柳
に
全
て

詠
ま
れ
て
い
ま
す
ね
。
涙
が
止
ま

り
ま
せ
ん
。
親
が
子
を
、
子
が
親

を
思
う
気
持
、
川
柳
が
又
一
段
と

好
き
に
な
り
ま
し
た
。
き
っ
と
お

元
気
に
な
ら
れ
て
、
シ
ル
バ
ー

ネ
ッ
ト
で
お
目
に
か
か
れ
る
と
信

じ
て
お
り
ま
す
」（
岡
本
頴
子
さ

ん
）。
氏
家
さ
ん
、
頑
張
っ
て
ね
。

▼
仙
台
発
・
大
人
の
情
報
誌『
り

ら
く
』６
月
号
に
、
筆
者
の
こ
と

を
掲
載
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
思

い
出
写
真
館
」と
い
う
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
を
立
ち

上
げ
る
前
の
こ
と
な
ど
も
書
か
れ

て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
か
っ
た
ら
、

ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
Ｔ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
、
土
曜
朝
９
時

30
分
か
ら
の『
サ
タ
デ
ィ
・
イ
ン
・

ザ
・
パ
ー
ク
』と
い
う
番
組
の
中

で
、
10
時
45
分
頃
か
ら
10
分
ほ
ど

出
演
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
終
活

な
ど
シ
ニ
ア
世
代
に
関
す
る
も
の

で
す
。
ぜ
ひ
、お
聴
き
く
だ
さ
い
！



令和 2年 6月号（7）

て
き
っ
と
良
く
な
り
ま
す
。
コ
ロ

ナ
で
家
族
の
方
も
面
会
出
来
ま
せ
ん

が
、
い
つ
も
一
緒
で
す
。
私
も
で
す
。

祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
戦
争
に
勝
つ
た
め
に

水
戸
秀
雄
85
　
青
葉
区
川
平

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
す
る
に

は
ワ
ク
チ
ン
・
治
療
薬
の
開
発
が
不

可
欠
と
の
こ
と
で
、「
１
番
に
開
発

し
た
国
が
１
番
に
収
束
す
る
」鉄
則

か
ら
全
世
界
が
開
発
を
競
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
さ
に「
コ
ロ
ナ
戦
争
」で
す
。

　
世
界
経
済
第
３
位
の
経
済
大
国
で

あ
る
我
が
国
が
、
こ
の
戦
争
に
負
け

る
わ
け
に
は
行
き
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ

カ
・
中
国
と
比
較
し
て
優
位
な
点

は
、
人
口
の
割
合
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
死
亡
者
が
桁
違
い
に
少
な
い
こ

と
で
す
。
そ
の
理
由
を
専
門
家
は「
首

ま
で
湯
に
浸
か
っ
て
入
浴
す
る
・
ト

イ
レ
の
後
に
石
け
ん
で
手
を
洗
う
の

は
日
本
人
だ
け
、
衛
生
観
念
は
世
界

一
」と
論
じ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
今
で
き
る
こ
と
は
、
国

が
求
め
て
い
る
外
出
自
粛
な
ど
を
守

る
こ
と
で
す
。
コ
ロ
ナ
戦
争
の
勝
利

を
願
っ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
が
や
っ
て
き
た（
第
３
回
）

吉
田
千
秋
89
　
大
阪
府
豊
中
市

　
結
果
は
、
認
知
症
の
診
断
。
そ
れ

も
軽
く
は
無
い
よ
う
だ
。

　「
私
の
家
に
泊
め
て
通
院
さ
せ
ま

し
ょ
う
か
？
」と
婆
さ
ん
は
尋
ね
た
。

こ
れ
が
２
つ
目
の
間
違
い
。

　「
吉
田
さ
ん
の
躰
で
無
理
で
は
？
」

と
先
生
は
最
初
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

先
生
は
彼
女
の
認
知
症
が
重
い
の

で
、
婆
さ
ん
の
家
か
ら
の
通
院
を

渋
々
認
め
ら
れ
た
様
子
だ
っ
た
。

　
彼
女
に
は「
必
ず
健
康
保
険
証
と

介
護
保
険
証
を
持
っ
て
来
る
よ
う

に
」と
何
度
も
念
を
押
し
て
い
た
が
、

両
方
持
っ
て
来
て
い
な
か
っ
た
。
仕

方
な
く
24
日
に
ま
た
、
○
市
の
彼
女

の
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
向
か
う
。
到
着

し
て
最
初
に
目
に
入
っ
た
の
が
、
玄

関
入
口
の
横
に
転
が
る
数
本
の
牛
乳

瓶
。
中
に
ミ
ル
ク
が
入
っ
て
い
る
。

ド
ア
を
彼
女
が
開
け
る
と
、
両
脇
に

古
新
聞
の
山
、
山
、
山
が
続
く
。
リ

ビ
ン
グ
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
も
、
床
一

面
に
も
古
新
聞
の
山
、
山
、
山
が
…
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
入
っ
た
大
き
な
ゴ

ミ
袋
も
転
が
っ
て
い
る
。
食
べ
残
し

の
物
が
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
散
ら
ば
っ

て
い
る
。
寝
室
の
ベ
ッ
ド
の
上
も
同

り
ま
す
。
あ
る
日
に
私
は
気
付
き
ま

し
た
。
腰
に
常
時
手
ぬ
ぐ
い
を
下
げ

て
い
た
の
で
す
。
手
洗
い
の
励
行
が

勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
常
時
、
手

ぬ
ぐ
い
を
下
げ
て
い
る
と
直
ぐ
に
手

を
拭
け
ま
す
よ
ね
。
私
の
中
学
生
や

高
校
生
の
時
代
は
バ
ン
カ
ラ
気
取
り

で
流
行
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
今
の
時

代
に
蘇
る
と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん

で
し
た
。
手
洗
い
の
励
行
で
す
よ
。

　
　

１
面
の『
生
活
の
心
得
』を
学
ん
で

長
谷
川
登
美
71
　
青
葉
区
中
山
吉
成

　
シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
５
月
号
の
１
面

を
読
み
、
と
て
も
元
気
に
な
り
ま
し

た
。
最
近
、
健
康
な
状
態
か
ら
要
介

護
へ
移
行
す
る
中
間
の
段
階
を
言
う

「
フ
レ
イ
ル
」の
言
葉
を
よ
く
耳
に
し

ま
す
。
気
を
付
け
て
も
い
ま
し
た
。

　
フ
レ
イ
ル
対
策
は
、
食
事
、
運
動
、

会
話
が
大
事
。
我
が
家
の
３
度
の
食

事
は
私
が
作
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
日
、

病
院
か
ら
帰
っ
て
来
た
夫
が
、
医
師

か
ら「
よ
ほ
ど
奥
さ
ん
の
食
事
の
管

理
が
い
い
の
で
す
ね
」と
言
わ
れ
た

と
い
い
ま
す
。
こ
の
誉
め
言
葉
の
お

蔭
で
、
益
々
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　「
運
動
」は
、
外
出
自
粛
の
今
、
家

で
出
来
る
ス
ク
ワ
ッ
ト
と
、
か
か
と

を
上
げ
下
げ
す
る
か
か
と
落
と
し
で

何
と
か
運
動
不
足
解
消
で
す
。
問
題

は
、
３
つ
目
の「
会
話
」で
す
。
が
、

携
帯
電
話
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、

２
人
の
娘
た
ち
へ「
定
期
便
で
ー
す
。

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」と
電
話

し
ま
す
。
友
だ
ち
に
も「
声
を
聞
く

と
元
気
が
出
る
の
で
…
」と
、
毎
日

電
話
を
く
れ
る
人
も
い
て
、
何
と
か

３
つ
目
も
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、「
生
活
の
心

得
」を
し
っ
か
り
学
ん
で
、
実
践
し

て
、
元
気
で
い
ま
し
ょ
う
。

第
103
回
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
出
航

門
馬
貞
治
83
　
泉
区
南
光
台

　
昨
年
、
私
が
乗
船
し
た
ピ
ー
ス

ボ
ー
ト『
オ
セ
ア
ニ
ア
一
周
ク
ル
ー

ズ（
57
日
間
）』に
つ
い
て
、
し
ば
ら

く
書
き
た
い
と
思
う
。

　
12
月
21
日
、
横
浜
大
桟
橋
埠
頭
で

10
時
頃
に
乗
船
、
客
室
は
４
人
部
屋

（
※
料
金
は
69
万
〜
１
０
９
万
円
）、

一
回
り
も
皆
若
く
、
何
度
も
乗
っ
て

い
る
リ
ピ
ー
タ
ー
ば
か
り
だ
っ
た
。

11
時
30
分
よ
り
全
員
参
加
の
避
難
訓

練
、
次
に
４
階
で
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
昼

目
標
が
あ
る
か
ら

氏
家
正
彦
68
　
青
葉
区
鷺
ヶ
森

　
シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
読
者
様
よ
り

５
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
私
の
駄
文
を

お
読
み
に
な
り
、
母
を
心
配
、
励
ま

し
、
応
援
の
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な
が
っ
た
ご

縁
、
大
変
あ
り
が
た
く
、
母
は
幸
せ

者
と
思
い
ま
す
。
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
脳
内
出
血
で
倒
れ
て
か
ら
１
カ

月
、
転
院
し
て
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
に

入
院
中
で
す
。
左
半
身
麻
痺
は
重
度

で
、
腰
か
ら
背
中
の
筋
力
低
下
、
座

位
保
持
が
難
し
い
状
態
。
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
ま
だ
面
会
も
出
来

ず
、
顔
も
様
子
も
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

リ
ハ
ビ
リ
に
頑
張
っ
て
い
る
姿
が
目

に
浮
か
び
ま
す
。
川
柳
、
お
便
り
の

投
稿
が
し
た
い
と
、
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て

い
る
は
ず
で
す
。
車
椅
子
に
乗
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
、
投
稿
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
読
者
の
皆
様
の
応
援
が

大
き
な
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　似
て
い
る
ウ
イ
ル
ス

髙
橋
ス
マ
ノ
93
　
青
葉
区
落
合

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

１
０
０
年
前
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
驚

く
ほ
ど
似
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

飛
沫
感
染
な
の
で
マ
ス
ク
使
用
、
手

洗
い
う
が
い
必
ず
、
密
集
場
所
に
は

行
く
な
、
休
校
、
外
出
自
粛
、
患
者

隔
離
、
公
共
乗
物
使
用
し
な
い
、
医

療
崩
壊
も
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
１
０
０
年
も
前
と
ど
う
し
て

科
学
技
術
が
進
ん
で
い
る
の
に
、
こ

れ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
し
ょ

う
か
？
　
ワ
ク
チ
ン
が
出
来
な
い
と

収
ま
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
高
齢

者
は
免
疫
が
少
な
く
重
症
化
し
や
す

い
と
の
こ
と
、
一
人
ひ
と
り
が
気
を

付
け
て
一
日
も
早
く
収
ま
る
こ
と
を

祈
る
だ
け
で
す
。

　
シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
投
稿
者
と
し
て

大
先
輩
の
氏
家
さ
ゆ
き
さ
ん
が
倒
れ

た
と
い
う
こ
と
で
、
ビ
ッ
ク
リ
し
ま

し
た
。
３
月
号
に「
ま
も
な
く
膝
の

手
術
を
し
て
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
お
孫
さ
ん
と
旅
行
す
る
」と
書
い

て
い
た
の
に
…
。
私
も
川
柳
が
い
つ

も
そ
ば
に
並
ん
で
い
て
喜
ん
で
い
た

の
に
、
残
念
だ
っ
た
で
し
ょ
う
…
。

で
も
大
丈
夫
、
リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張
っ

じ
よ
う
な
感
じ
。
こ
こ
に
も
ミ
ル
ク

の
入
っ
た
牛
乳
瓶
が
数
本
。
異
臭
が

部
屋
中
に
漂
っ
て
い
た
。

　
健
康
保
険
証
と
介
護
保
険
証
を
探

し
続
け
た
が
、
見
つ
か
ら
な
い
。
仕

方
な
く
帰
る
こ
と
に
。
途
中
、
梅
田

の
デ
パ
地
下
で
夕
食
用
の
弁
当
を
買

う
こ
と
に
し
た
が
、
彼
女
は
チ
ョ
ロ

チ
ョ
ロ
一
人
で
歩
き
回
る
。
婆
さ
ん

は
歩
行
器
を
押
し
て
、
混
雑
す
る
人

の
波
の
間
を
縫
っ
て
捜
す
。
認
知
症

の
人
に
怒
鳴
っ
て
は
い
け
な
い
…
、

婆
さ
ん
も
本
を
読
ん
で
少
し
は
心
得

て
い
る
。
し
か
し
、
た
や
す
い
も
の

で
は
無
い
こ
と
を
知
っ
た
。
彼
女
の

場
合
、
正
常
な
時
も
あ
り
、
お
金
の

計
算
や
買
い
物
も
で
き
た
。
し
か
し
、

遅
か
っ
た
。
　
　（
次
号
へ
つ
づ
く
）

　新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息
を

中
沢
常
夫
84
　
青
葉
区
中
山

　
国
会
で
の
コ
ロ
ナ
議
論
で
は
、
感

染
者
が
減
少
し
な
い
の
は
、
自
粛
要

請
に
応
じ
て
も
補
償
が
得
ら
れ
な
い

か
ら
、
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
生

活
、
営
業
を
守
る
こ
と
も
大
事
で
あ

る
が
、
人
の
命
と
健
康
を
守
る
こ
と

が
最
優
先
で
あ
ろ
う
。
終
息
し
な
け

れ
ば
何
事
も
始
ま
ら
な
い
。
宮
城
県

民
が
心
を
一
つ
に
し
て
新
コ
ロ
ナ
に

立
ち
向
か
い
、
一
日
も
早
く
解
除
を

勝
ち
取
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　腰
に
手
ぬ
ぐ
い

阪
本
昭
憲
75
　
太
白
区
上
野
山

　
今
日
、
日
本
は
お
ろ
か
世
界
中
に

コ
ロ
ナ
菌
が
蔓
延
し
て
震
撼
し
て
お

り
ま
す
。
予
防
策
は
研
究
中
で
す
ね
。

ヒ
ン
ト
の
一
つ
は
手
洗
い
と
清
浄
な

水
。
日
本
は
北
は
北
海
道
か
ら
九
州

沖
縄
ま
で
、
ど
こ
で
も
何
時
で
も
水

道
水
の
生
水
が
飲
め
ま
す
。
ま
た
、

ど
こ
で
も
刺
身
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。

清
き
水
で
醸
造
さ
れ
る
日
本
酒
は
、

今
や
世
界
に
愛
飲
家
が
増
え
て
い
ま

す
ね
。
お
茶
の
文
化
も
清
き
水
が
主

役
で
す
ね
。
日
本
人
の
誕
生
に
は
産

湯
を
使
い
、
人
生
の
終
い
に
は
末
期

の
水
を
使
い
ま
す
ね
。
気
付
け
ば
水

に
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
数
年
前
、
あ
る
国
を
観
光
旅
行
し

ま
し
た
。
投
宿
し
た
の
は
三
ツ
星
印

の
ホ
テ
ル
で
し
た
が
、
バ
ス
タ
ブ
に

お
湯
を
張
っ
て
驚
き
ま
し
た
。
薄
茶

色
の
匂
い
の
あ
る
お
湯
が
出
て
来
た

の
で
す
。
日
本
の
ホ
テ
ル
で
し
た
ら

大
変
で
す
よ
ね
。
コ
ロ
ナ
菌
の
対
策

の
一
つ
に
手
洗
い
を
勧
め
ら
れ
て
お

お
便
り

ピ
ン
コ
ロ
が
　コ
ロ
ナ
で
叶
う
　気
も
す
る
が	

友
愛
町	

田
村
蒸
治
79

家
籠
も
り
　旅
行
プ
ラ
ン
が
　山
と
な
る	

友
愛
町	

浅
利
勝
志
79

コ
ロ
ナ
に
て
　徘
徊
ジ
ジ
ィ
も
　引
き
こ
も
る	

南
光
台	

山
口
俊
彦
82

武
器
笑
顔
　コ
ロ
ナ
も
負
け
て
　降
参
だ	

友
愛
町	

鈴
木
洋
子
83

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
　私
は
川
柳
　夫
は
シ
ェ
フ	

旭
丘
堤	

熱
海
三
枝
子
84

オ
ン
ラ
イ
ン
　最
初
は
珍
し
　今
め
ん
ど
う	

旭
丘
堤	

熱
海
三
枝
子
84

「
も
う
よ
か
ろ
う
」　コ
ロ
ナ
に
一
声
　黄
門
様	

向
陽
台	

菅
原
た
ま
子
87

喜
怒
哀
楽
　抱
え
て
卒
寿
　走
馬
燈
　	

黒
　　松	

藤
田
昭
子
89

誇
り
持
て
　歴
史
に
輝
く
　日
本
人	

北
中
山	

髙
橋
良
平
91

シ
ル
バ
ー
の
　五
七
五
ひ
と
す
じ
　ボ
ケ
寄
ら
ず	

南
光
台	

木
村
紀
子
91

コ
ッ
プ
酒
　戻
ら
ぬ
過
去
を
　追
い
回
し	

向
陽
台	

宮
坂
　　正
96

　仙
台
市
以
外
　 

壇
蜜
よ
り
　三
密
好
き
な
　コ
ロ
ナ
君	

塩
釜
市	

佐
藤
勝
美
63

コ
ロ
ナ
く
ん
　五
輪
開
催
に
　忖
度
ね	

塩
釜
市	

佐
藤
勝
美
63

十
万
き
た
ら
　希
望
の
色
の
　服
買
お
う	

大
崎
市	

阿
部
澄
江
66

下
手
だ
っ
た
　老
い
て
開
花
の
　歌
唱
力
　	

長
崎
県	

中
田
利
幸
67

孫
背
負
い
　寝
か
せ
し
コ
ロ
ナ
　疎
ま
し
い
　	

富
谷
市	

松
元
ゆ
り
子
67

ロ
ボ
ッ
ト
で
　接
触
感
染
　防
げ
コ
ロ
ナ
　　　　　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

千
葉
幸
規
68

鏡
見
て
　こ
の
お
年
寄
り
　誰
か
し
ら	

岡
山
県	

波
多
野
旬
子
68

智
恵
な
い
が
　三
人
寄
れ
ば
　杖
三
本	

柴
田
町	

村
上
し
づ
え
69

カ
メ
ラ
向
け
　は
い
笑
っ
て
と
　皆
マ
ス
ク	

柴
田
町	

村
上
し
づ
え
69

酒
止
め
て
　女
房
に
迫
る
　勇
気
失
せ	

千
葉
県	

山
田
　　明
69

見
送
り
の
　帰
り
を
孫
に
　見
送
ら
れ
　	

千
葉
県	

手
嶋
　　実
70

新
コ
ロ
ナ
　普
段
通
り
で
　や
り
過
ご
す
　	

白
石
市	

星
　　　　明
70

孫
ど
も
に
　ス
マ
ホ
で
負
け
た
が
　智
恵
は
あ
る
　	

兵
庫
県	

塚
本
光
子
70

コ
ロ
ナ
か
ら
　砦
追
わ
れ
て
　座
敷
牢
　	

福
岡
県	

川
添
雅
子
70

爺
ち
ゃ
ん
の
　寝
言
に
罪
を
　問
う
な
か
れ
　	

福
岡
県	

川
添
賢
次
71

息
子
へ
の
　力
作
マ
ス
ク
　“
大要

ら

な

い

丈
夫
”
　	

大
衡
村	

瀬
戸
睦
子
72

言
っ
て
み
た
い
　“
給
付
金
は
　他
の
人
に
”	

大
衡
村	

瀬
戸
睦
子
72

詐
欺
も
増
え
　コ
ロ
ナ
も
増
え
て
　シ
ワ
も
増
え
　	

岩
沼
市	

及
川
た
い
子
72

ウ
グ
イ
ス
に
　エ
ー
ル
を
も
ら
い
　一
万
歩
　	

富
谷
市	

菅
原
育
子
73

叔
母
逝
く
も
　来
る
に
及
ば
ず
　岩
手
県
　	

多
賀
城
市	

菅
野
孝
司
73

ク
ラ
ス
タ
ー
？
　オ
ラ
ー
一
匹
狼
　大
丈
夫
　	

多
賀
城
市	

菅
野
孝
司
73

年
重
ね
　昔
ア
モ
ー
レ
　今
尿
モ
ー
レ
　	

札
幌
市	

松
永
俊
之
73

親
心
　チ
ャ
レ
ン
ジ
ご
こ
ろ
　し
ぼ
ま
せ
る
　	

東
京
都	

藤
田
　　孝
73

朝
陽
か
ら
　元
気
も
ら
っ
て
　が
ん
ば
ろ
う
！
　　　　	

岩
沼
市	

小
野
寺
み
つ
子
73

は
か
ど
ら
ぬ
　今
日
は
ダ
メ
で
も
　明あ

し

た日
あ
る	

村
田
町	

小
関
美
枝
子
74

好
奇
心
　爪
の
先
ま
で
　若
が
え
る	

愛
知
県	

小
林
和
喜
子
75

妻
介
護
　い
ず
れ
我
が
身
の
　心
得
で	

沖
縄
県	

清
水
定
芳
75

終
息
と
　な
っ
た
ら
温
泉
　楽
し
み
に
　　　　　　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

佐
藤
京
子
77

患
者
ゼ
ロ
　頑
張
れ
岩
手
　応
援
し
　	

千
葉
県	

渡
辺
正
思
77

燕
来
て
　田
植
え
は
じ
ま
り
　希
望
わ
く
　	

名
取
市	

米
倉
和
子
78

口
あ
け
て
　居
眠
り
爺
に
　コ
ロ
ナ
逃
げ
　	

名
取
市	

米
倉
和
子
78

見
て
育
つ
　父
の
背
中
と
　母
の
顔
　	

岩
沼
市	

西
潟
己
代
子
78

蜜
蜂
は
　三
密
気
に
せ
ず
　幸
せ
そ
う	

村
田
町	

小
関
　　恭
79

給
付
金
　も
ら
う
も
い
い
が
　あ
と
心
配
　　　　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

杏
ピ
ー
チ
ャ
ン
78

孫
三
人
　智
恵
と
希
望
と
　ユ
ー
モ
ア
で
　　　　　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

松
浦
し
づ
子
78

上
半
身
　妻
の
手
を
借
り
　運
動
す
　　　　　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

三
浦
敏
郎
79

寝
巻
き
か
ら
　着
替
え
し
た
と
て
　行
き
場
な
し	

名
古
屋
市	

埴
崎
八
重
子
80

ジ
ジ
バ
バ
は
　家
に
籠

ろ
う
じ
ょ
う城

　大
丈
夫
だ
！	

富
谷
市	

髙
橋
義
雄
82

整
理
し
て
　終
え
る
も
再
度
　ひ
ろ
げ
て
る	

村
田
町	

小
原
秋
子
82

こ
の
先
が
　あ
る
ん
だ
か
ら
…
　大
丈
夫
　　　　　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

菅
野
悦
子
82

買
い
物
も
　即
時
即
決
　す
ぐ
帰
宅
　　　　　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

梅
田
真
繁
83

同
窓
会
　顔
見
合
わ
せ
て
　？ 

？ 

!!	

福
岡
県	

荒
尾
一
之
83

退
屈
で
　間
違
い
電
話
と
　長
話	

兵
庫
県	

加
藤
佐
代
子
83

ジ
ジ
気
合
　庭
菜
園
に
　キ
ュ
ウ
リ
植
え	

岩
沼
市	

西
潟
作
治
83

尻
尾
ふ
る
　回
数
減
っ
た
　犬
も
老
い	

塩
釜
市	

虻
川
忠
彦
84

ジ
ジ
や
る
ね
　口
笛
　ウ
ィ
ン
ク
　紙
パ
ン
ツ	

青
森
県	

日
土
栄
子
85

現う
つ
し
よ世

に
　そ
ぐ
わ
ぬ
爺
の
　智
恵
袋	

富
谷
市	

門
馬
　　旭
86

外
出
な
い
　金
も
出
な
い
が
　欠
伸
出
る	

大
阪
府	

大
須
賀
博
87

モ
テ
た
い
な
　だ
け
ど
コ
ロ
ナ
は
　お
断
り	
大
阪
府	

吉
田
千
秋
89

夜
部
屋
で
　川
柳
書
く
と
　ス
ッ
キ
リ
だ	
栗
原
市	

佐
々
木
愛
子
90

大
臣
は
　ぶ
厚
い
マ
ス
ク
　我
紙
マ
ス
ク
　　　　	

ひ
ま
わ
り
デ
イ	

眞
野
昭
子
93

も
う
い
い
よ
　道
路
横
断
　声
か
け
て	

千
葉
県	
木
下
昭
二
93

外
出
自
粛
　通
院
さ
え
も
　恐
々
と	

岡
山
県	

波
多
野
安
子
95

年
重
ね
　不
動
の
構
え
　婆
の
腰	

東
京
都	

福
田
ハ
ナ
子
101

コ
ロ
ナ
さ
ん
　何
時
ま
で
い
る
の
　わ
が
国
に	

名
取
市	

吉
川
淑
子
　

食
。
食
事
は
９
階
の
食
堂
で
も
ラ
ー

メ
ン
、
そ
ば
、
丼
物
な
ど
が
、
お
か

わ
り
自
由
で
食
べ
ら
れ
る
。

　
出
発
式
は
ベ
ラ
ン
ダ
と
サ
ン
デ
ッ

キ
で
、
日
本
語
、
中
国
語
、
韓
国
語

の
順
に
放
送
し
、
乗
客
の
決
意
表
明
、

主
催
者
の
挨
拶
、
多
数
の
見
送
り
と

テ
ー
プ
乱
舞
の
中
、
盛
大
に
挙
行
。

13
時
、
ク
ル
ー
ズ
テ
ー
マ
曲
が
流
れ

る
中
、
大
音
響
の
ド
ラ
の
音
で
離
岸
、

神
戸
港
へ
進
路
を
取
る
。
船
内
新
聞

（
３
カ
国
語
）は
、
毎
夕
、
客
室
に
配

付
さ
れ
、
各
階
毎
、
時
間
帯
別
に
情

報
が
満
載
。
船
内
生
活
を
充
実
さ
せ

る
た
め
活
用
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
事
に

参
加
し
交
流
を
図
る
の
が
楽
し
い
。

　
15
時
〜
16
時
ま
で
９
階
の
食
堂
で

コ
ー
ヒ
ー
、
緑
茶
、
和
菓
子
、
お
か

わ
り
自
由
、
セ
ル
フ
の
ア
フ
タ
ヌ
ー

ン
テ
ィ
。
夕
食
は
４
階
で
ピ
ア
ノ
伴

奏
付
き
、
17
時
と
19
時
の
２
部
制
で
、

さ
ら
に
居
酒
屋
や
専
属
バ
ン
ド
の

バ
ー
で
交
流
。
毎
朝
６
時
か
ら
モ
ー

ニ
ン
グ
コ
ー
ヒ
ー
。
ラ
ジ
オ
体
操
、

太
極
拳
、
ヨ
ガ
、
サ
ル
サ
、
ロ
ビ
ー

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ジ
ム
等
で
運
動
を

楽
し
む
シ
ル
バ
ー
は
ス
タ
イ
ル
良
く

若
々
し
い
。（
次
号
へ
つ
づ
く
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
小
さ
な
旅
」

一
目
千
本
桜  

再
放
送
に
感
涙

小
磯
清
光
79
　
泉
区
館

　
釜
房
み
ど
り
の
園
、
蔵
王
グ
リ
ー

ン
ホ
ー
ム
等
の
施
設
で
お
世
話
を
さ

れ
て
い
る
佐
藤
優
子
さ
ん
よ
り
、
う

れ
し
い
お
便
り
。「
昨
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た『
小
さ
な
旅
・

一
目
千
本
桜
』が
再
放
送
さ
れ
ま
す
」

と
の
こ
と
。
私
は
早
速
、
友
人
、
仲

間
に
呼
び
か
け
た
。

　
放
送
で
は
、
１
０
１
歳
で
旅
立
っ

た
松
本
ハ
ル
さ
ん
が
老
人
ホ
ー
ム
の

旅
行
で
初
め
て
訪
れ
た
一
目
千
本
桜

に
感
動
し
て
、
95
歳
の
時
に
作
っ
た

歌
が
響
き
渡
っ
た
。
ま
た
、
大
河
原

小
学
校
の
子
供
た
ち
が
、
手
作
り
の

コ
ー
ス
タ
ー
を
花
見
に
訪
れ
た
人
た

ち
に
大
き
な
声
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

い
る
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　
放
送
後
、
喜
び
の
声
が
手
紙
や

メ
ー
ル
で
い
っ
ぱ
い
寄
せ
ら
れ
た
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
の
せ
い
で
サ
ク
ラ

が
満
開
の
春
を
切
な
い
気
持
ち
で
い

た
が
、
テ
レ
ビ
を
見
て
喜
び
が
沸
き

起
こ
っ
た
。「
来
年
の
春
は
み
ん
な

で
必
ず
行
こ
う
ね
」と
、
友
と
約
束
。

一
目
千
本
桜
よ
、
佐
藤
優
子
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
。
子
供
た
ち
に
幸
せ
を
、

平
和
の
道
を
。



令和 2年 6月号仙台市（名取市・多賀城市・岩沼市の一部）で36,000部を無料配布（発行日は月末）　配布先募集中（費用ゼロ。30人以上の老人クラブ、高齢者の団体やサークル、病院等の配布先を募集中。但し、仙台圏に限定） （8）

せ
ん
だ
い
豊
齢
学
園
チ
ャ
ン
ネ
ル  

『
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
』

コ
ロ
ナ
の
予
防
法
や
心
の
持
ち
方
な
ど

シ
ニ
ア
世
代
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画

　
せ
ん
だ
い
豊
齢
学
園
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
予
防
、
意
識
啓
発
の
た
め
の
動
画『
コ
ロ

ナ
に
負
け
る
な
』を
５
月
中
旬
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　
約
３
分
の
動
画
に
次
々
登
場
す
る
の
は
、

豊
齢
学
園
２
年
生
、
昨
年
度
修
了
生
、
豊
齢

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
な
ど
総
勢
15
人
。「
新
型

の
絆
の
距
離
は
２
メ
ー
ト
ル
」「
大
き
い
声
を

出
し
て
笑
お
う
」
な
ど
と
書
か
れ
た
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
立
ち
向
か
う
た
め
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
や
現
在
の
心
境
な
ど
を
書
い
た
ボ
ー
ド
を

持
っ
て
登
場
。
続
編
と
な
る「
コ
ロ
ナ
に
負
け

る
な
vol
２
」、
そ
の
他
の
内
容
で
の
動
画
作
成

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
仙
台
市
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
で
も

『
健
幸
づ
く
り
チ
ャ
ン
ネ
ル
』と
い
う
自
宅
で

出
来
る
運
動
や
料
理
の
レ
シ
ピ
な
ど
栄
養
に

関
す
る
動
画
を
ア
ッ
プ
。
こ
ち
ら
も
是
非
！

問
／
豊
齢
学
園
事
務
局  

☎（
２
１
５
）３
１
２
９

イチ押し

動画

せんだい豊齢学園チャンネル　
https://www.youtube.com/channel/UCUrien1zhMgDFKgW_38shKg

パ
ソ
コ
ン
教
室
に
７
年
通
い
、
デ
ザ
イ
ン
も
自
作
。

山
田
和
子
著
　「
鋏

は
さ
み

一
筋
　
綴
る
川
柳
物
語
」

理
容
師
の
人
生
を
川
柳
で
一
冊
に

愛用のパソコンとデジカメの前で

故郷の想い出の風景等を季節毎に掲載（写真上）
幼少期の賞状や修行時代に愛用した「柳こおり」

（写真下）、お店で使ったハサミの写真等も収録。
※印刷等については自分史のアドバイスで知られ
る（有）小泉プロダクションに依頼したそうです。

担当　松本

営業時間
9：00～21：00

担当直通

経済産業省推奨

ジアテクター仙台
☎080ー3339ー9475

ウィルス
対策に 次亜塩素酸水

１０リットル￥５,０００

圧倒的
除菌力

驚く
消臭力

肌に
優しい

水に
戻る

安価で
経済的

●手指、赤ちゃん、ペットにも安心安全です。
●超音波加湿器に入れて空間除菌
●ドアノブ、手すりやリモコン、キッチン、玄関など
  ご家庭内全般に使えます。
●１０リットル￥５,０００　　仙台市内配送致します。
●１０,０００円以上の購入で 配送料無料!!
１０リットル以外のサイズやスプレータイプ等も
ございますので、お気軽にお問い合わせ下さい。

単なる友人探しでの登録はご遠慮いただいております。

代表　小野寺

定休日／日・月
☎090-7790-5480

懇親会開催　 毎月第３日曜日　13：30～　※体験参加可
会員募集中　　 独身男女50歳～ (上限80歳)

シニア専門　真剣な出会いをサポート

31年の実績

寄り添う人がいる幸せ、今一度手にしてみませんか？

https://taiyonokai-sendai.com

太陽の会・仙台

　
青
葉
区
小
田
原
で
理
容
店
を
51
年

間
営
ん
で
き
た
山
田
和
子
さ
ん（
77
）

が
、
自
分
史『
鋏
一
筋
　
綴
る
川
柳

物
語
』を
３
月
に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
10
代
の
修
業
時
代
か
ら
一
昨
年
の

閉
店
ま
で
、
苦
労
、
学
び
、
愚
痴
、

老
い
、
感
謝
の
思
い
な
ど
を
膨
大
な

数
の
川
柳
に
詠
ん
で
一
冊
に
ま
と

め
た
も
の
。
本
を
完
成
さ
せ
る
た
め

に
７
年
前
か
ら
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
通

い
、
レ
イ
ア
ウ
ト
や
デ
ザ
イ
ン
ま
で

自
分
で
手
が
け
る
と
い
う
熱
の
入
れ

よ
う
で
す
。
ペ
ー
ジ
の
下
に
あ
る
余

白
部
分
に
写
真
を
入
れ
て
華
や
か
に

し
た
り
、
故
郷
・
田
尻
の
風
景
を
入

れ
る
た
め
季
節
毎
に
足
を
運
ん
で
写

真
撮
影
も
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　「
出
来
上
が
っ
て
ほ
っ
と
し
ま
し

た
。
今
は
自
分
を
誉
め
て
あ
げ
た

い
」と
山
田
さ
ん
。
20
部
作
成
し
て

親
戚
や
御
師
に
差
し
上
げ
る
と
、「
何

度
も
読
み
返
し
ま
し
た
」「
こ
の
句

と
こ
の
句
が
と
て
も
い
い
！
」な
ど

と
喜
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

　
思
い
出
の
品
々
を
写
真
に
残
す
こ

と
で
、
断
捨
離
へ
の
備
え
に
も
な
っ

た
と
か
。
既
に
第
二
弾
も
計
画
中
で
、

次
回
の
テ
ー
マ
は『
趣
味
』　
川
柳
、

舞
踊
、
書
道
な
ど
を
一
冊
に
ま
と
め

る
そ
う
で
す
。

閉店を迎えた時の心境を綴った部分の川柳


